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会務諸事項
１ 会員数に関する件
令和８年３月３１日現在の会員数は１，８９０名

（前年度１，８８４名）であり、その内訳はA会

員７４５名、B会員１，０２８名、C会員１１７名とな

っています。（うち減免会員は６４名）

なお、日本医師会加入会員は、A①会員６８２

名、A②（B）会員３６０名、A②（C）会員１０６

名、B会員１４９名、C会員９名、計１，３０６名（前

年度１，２９５名）であり、郡市別加入状況は下

表のとおりです。

石川県医師会会員加入状況

区 分

A 会 員 B 会 員

C会員 合 計
一

般

減

額

免

除
計

一

般

減

額

免

除
計

金 沢 ３４８ ０ ０ ３４８ ５１７ ０ ３３ ５５０ ７０ ９６８

加 賀 ４６ ０ ０ ４６ ２８ ０ ２ ３０ ０ ７６

小 松 ５９ ０ ４ ６３ ６２ ２ ７ ７１ ０ １３４

能 美 ２７ ０ ０ ２７ ２０ ０ ０ ２０ ０ ４７

白 ・ の １１４ ０ ０ １１４ ９８ ０ ２ １００ ２ ２１６

河 北 ５３ ０ ０ ５３ １７７ ０ ５ １８２ ３６ ２７１

羽 咋 ２５ ０ ０ ２５ １１ ０ １ １２ ０ ３７

七 尾 ３７ ０ ０ ３７ ３７ ０ ６ ４３ ９ ８９

能 ・ 北 ３１ ０ １ ３２ １９ ０ １ ２０ ０ ５２

計 ７４０ ０ ５ ７４５ ９６９ ２ ５７１，０２８ １１７ １，８９０

日本医師会会員加入状況

区分

A①会員 A②（B）会員 A②
（C）
会員

B会員
Ｃ
会
員
合計

一

般

免

除

減

額

賠

償
計

一

般

免

除

減

額

賠

償
計

一

般

免

除

減

額
計

金 沢 ３１１ ０ ０ ３ ３１４ １７７ ３ ０ ６ １８６ ６２ ６０ １８ ０ ７８ ８ ６４８

加 賀 ４２ ０ ０ １ ４３ ８ １ ０ ２ １１ ０ ９ １ ０ １０ ０ ６４

小 松 ５７ ０ ０ １ ５８ ２６ ０ ０ ４ ３０ ０ ５ ５ ０ １０ ０ ９８

能 美 ２６ ０ ０ １ ２７ １０ ０ ０ ０ １０ ０ ６ ０ ０ ６ ０ ４３

白・の １０３ ０ ０ ５ １０８ ２６ ０ ０ ２ ２８ ２ １１ １ ０ １２ ０ １５０

河 北 ４８ ０ ０ ０ ４８ ６３ ０ ０ ３ ６６ ３４ １５ ０ ０ １５ ０ １６３

羽 咋 ２４ ０ ０ ０ ２４ ４ ０ ０ ０ ４ ０ ２ ０ ０ ２ ０ ３０

七 尾 ３５ ０ ０ ０ ３５ １４ ０ ０ １ １５ ８ ２ ３ ０ ５ １ ６４

能・北 ２４ ０ ０ １ ２５ １０ ０ ０ ０ １０ ０ １０ １ ０ １１ ０ ４６

計 ６７０ ０ ０ １２ ６８２ ３３８ ４ ０ １８ ３６０ １０６ １２０ ２９ ０ １４９ ９１，３０６

（注）賠償＝免除会員で医師賠償責任保険加入者

２ 代議員に関する件
令和６年４月１日に就任し、令和８年３月

３１日までを任期とする代議員の定数は、選挙

規程の定めるところにより４１名です。

郡市別代議員数は次のとおりです。

郡市別 代議員数 郡市別 代議員数 郡市別 代議員数

金 沢 １９ 能 美 １ 羽 咋 １

加 賀 ２ 白・の ５ 七 尾 ３

小 松 ３ 河 北 ５ 能・北 ２

計 ４１

３ 役員等の人事に関する件
令和６年６月１６日に就任し、令和８年６月

定例代議員会の終結の時までを任期とする役

員は次のとおりです。
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１）役員

役職名 氏 名 郡市別
会 長 安 田 健 二 金 沢
副 会 長 轟 千栄子 羽 咋
〃 橋 本 英 樹 金 沢
〃 高 村 雅 之 〃
〃 佐々木 洋 河 北

理 事 石 野 洋 金 沢
〃 齊 藤 典 才 〃
〃 菊 地 勤 〃
〃 牧 本 和 生 小 松
〃 上 野 浩 久 金 沢
〃 長 尾 信 白・の
〃 森 下 英理子 金 沢
〃 古 川 健 治 〃
〃 宮 下 隆 司 能・北
〃 小 林 健 金 沢
〃 大 黒 正 志 河 北
〃 島 隆 雄 能 美
〃 佐 伯 智 幸 七 尾
〃 石 田 雅 樹 小 松
〃 下 畑 創 金 沢
〃 田 中 妙 子 河 北
〃 龍 澤 泰 彦 金 沢
〃 阪 上 学 〃
〃 安 井 正 英 七 尾
〃 丸 岡 達 也 能・北
〃 横 浜 安 生 金 沢
〃 加 藤 文 彦 加 賀

（R７．６．１５就任）
監 事 安 原 稔 白・の
〃 石 丸 正 金 沢

２）代議員会議長・副議長
議 長 木 田 泰 弘（能 美）

副議長 上 棚 直 人（加 賀）

（任期は令和６年４月１日～令和８年３月３１日）

３）日本医師会代議員
安 田 健 二（金 沢）

橋 本 英 樹（ 〃 ）

木 田 泰 弘（能 美）

４ 物故会員に関する件
令和７年４月１日から令和８年３月３１日ま

でに物故されました会員は、次の２３名の方々

です。

ここに生前のご功績を讃え、謹んでご冥福

をお祈りいたします。

氏 名 郡市別 死亡年月日
喜 多 一 郎 金 沢 令和７年４月３日
村 井 仁 小 松 ４月２５日
岡 田 成 七 尾 ５月９日
西 野 哲 夫 金 沢 ５月１２日
石 田 一 樹 〃 ６月２７日
保志場 孝 之 河 北 ８月２７日
高 柳 昭 金 沢 ８月３１日
山 本 鐵 郎 〃 ９月２日
小 坂 登志喜 〃 ９月９日
大 貫 善 信 能・北 ９月１６日
織 部 芳 弘 金 沢 １０月１日
龍 村 俊 樹 白・の １１月１６日
永 田 大 利 加 賀 １２月３日
久 藤 茂 〃 １２月１２日
上 野 宏 郁 金 沢 １２月３１日
鈴 木 雅 夫 〃 令和８年１月１５日
渡 邉 騏七郎 〃 １月１７日
江 淵 義 直 〃 ２月４日
加 茂 淳 小 松 ２月８日
竹 内 尚 人 金 沢 ２月１７日
佐 原 吉 博 七 尾 ２月１８日
高 守 正 治 金 沢 ２月２８日
上 村 吉 郎 〃 ３月１８日

以上２３名

５ 会議に関する件
１）代議員会
第２２４回定例代議員会 ６月１５日（日）

⑴ 報告事項

①令和６年度石川県医師会事業報告につ

いて

⑵ 議件

第１号議案 令和６年石川県医師会収入

支出決算承認に関する件
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第２号議案 石川県医師会理事の選任に

関する件

第２２５回臨時代議員会 ３月２０日（金・祝）

⑴ 議件

第１号議案 令和７年度石川県医師会収

入支出中間報告及び補正予算

に関する件

第２号議案 令和８年度石川県医師会事

業計画に関する件

第３号議案 令和８年度石川県医師会会

費及び会館運営負担金賦課額

並びに徴収方法に関する件

第４号議案 令和８年度石川県医師会収

入支出予算に関する件

第５号議案 令和７年度及び令和８年度

石川県医師会会費及び会館運

営負担金減免申請に関する件

２）理事会
月２回（第２、第４木曜日）。但し、１２月

１回、計２３回。

その都度、石川医報に掲載していますので

省略します。

３）郡市医師会と県医師会との懇談会
会員の先生方に率直なご意見をお聞きする

ため、郡市医師会主導による懇談会を開催し

ました。

医療圏 医師会別 開催日 配信場所

加賀地区
加賀市医師会
小松市医師会
能美市医師会

１０月２日
（木）

石川県医師会館
（WEB会議
「Zoom」）

能登地区
羽咋郡市医師会
七尾市医師会
能登北部医師会

１０月１６日
（木）

石川県医師会館
（WEB会議
「Zoom」）

石川中央
地 区

金沢市医師会
白山ののいち医師会
河北郡市医師会

１０月３０日
（木）

石川県医師会館
（WEB会議
「Zoom」）

４）地方公共団体との連絡強化
県民の医療に対する安心・信頼を確保し、

質の高い医療サービスが適切に提供される医

療提供体制を確立するため、関係機関と連携

を図りながら対応しています。

今後も県健康福祉部など関係機関とより密

接な連携を保ちながら問題解決を図ることと

しています。

また、国民健康保険団体連合会との懇談会

を開催し、いろいろな問題点について意見交

換を行いました。

その他、石川県等の各種会議に出席してい

ます。

石川県医療審議会
〃 医療法人部会

石川県医療計画推進委員会
〃 がん医療対策部会
〃 循環器医療対策部会
〃 糖尿病医療対策部会
〃 精神医療対策部会
〃 感染症医療対策部会
〃 災害・救急医療対策部会
〃 小児・周産期医療対策部会
〃 在宅医療対策部会
〃 難病医療対策部会
〃 アレルギー医療対策部会
〃 地域医療構想部会
〃 各医療圏保健医療計画推進協議会
〃 歯科医療対策部会

認知症医療体制推進委員会
石川県ドクターヘリ運航業者の選定に係る審査
委員会
石川県ドクターヘリ運航調整委員会
石川県地域医療支援協議会
石川県医療勤務環境改善支援協議会
石川県死因究明等推進協議会
石川県国民健康保険運営協議会
石川県地域医療対策協議会
高度・専門医療人材養成支援事業選定委員
厚生労働省「地域医療構想アドバイザー」
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いしかわ診療情報共有ネットワーク協議会
〃 あり方検討ワーキンググループ

奥能登公立４病院機能強化検討会
石川県感染症予防連絡協議会
石川県感染症連携協議会
石川県生活習慣病検診等管理指導協議会

〃 全体協議会
〃 循環器疾患等部会
〃 胃がん部会
〃 子宮頸がん部会
〃 肺がん部会
〃 乳がん部会
〃 大腸がん部会
〃 がん登録・評価等部会

がん登録情報の有効活用に係るワーキング
グループ

石川県肝炎対策協議会
いしかわ健康フロンティア戦略推進会議
いしかわ健康フロンティア検討委員会
いしかわ歯と口腔の健康づくり推進会議
いしかわ歯と口腔の健康づくり推進計画検討委
員会
地域・職域連携推進委員会
石川県指定難病・小児慢性特定疾病審査会
石川県がん対策推進連絡調整会議
石川県新型インフルエンザ等対策有識者会議
石川県高齢者施設等感染症対策協議会
石川県アレルギー疾患医療連絡協議会
石川県循環器病対策推進協議会
石川県難病対策協議会
石川県介護保険審査会
石川県認知症施策推進会議
石川県認知症高齢者等地域支援ネットワーク推
進連絡会議
介護予防市町支援委員会
石川県長寿社会プラン策定検討委員会
石川県子ども政策審議会（児童福祉部会所属）

石川県児童虐待重大事例調査委員会
石川県要保護児童対策協議会

〃 専門家チーム

いしかわ食育推進委員会
石川県薬事審議会
石川県献血推進協議会
石川県麻薬中毒審査会
後発（ジェネリック）医薬品使用推進連絡協議
会
石川県合同輸血療法委員会
石川県社会福祉審議会（身障者福祉専門分科
会）
石川県精神保健福祉審議会
石川県障害者施策推進協議会
石川県自立支援協議会
石川県障害者自立支援協議会
石川県障害者介護給付等不服審査会
石川県依存症対策連携会議
石川県自殺対策連絡会議
石川県アルコール健康障害対策推進会議
石川県障害者差別解消支援地域協議会
石川県ギャンブル等依存症対策推進会議
石川県難聴児支援協議会
石川県地域福祉支援計画改定検討委員会
石川県保健環境センター医学倫理審査委員会
石川県感染症発生動向調査委員会
石川県防災会議

〃 原子力防災対策部会
〃 震災対策部会

石川県原子力環境安全管理協議会
石川県国民保護協議会
石川県メディカルコントロール協議会
いしかわ救急安心センター事業（＃７１１９）運営
協議会
石川県消防学校運営協議会救急部会
石川県男女共同参画審議会
石川県環境審議会
石川県都市計画審議会
特別支援学校における医療的ケアサポート事業
運営協議会
心の教育推進協議会いじめ問題対策特別委員会

〃 実務者連絡会
石川県学校保健会
石川県高等学校保健会
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石川県留置施設視察委員会
石川県立看護大学懇話会
石川県立総合看護専門学校運営会議
石川県立中央病院臨床研修病院群研修管理委員
会
石川県立中央病院地域医療支援委員会
石川県介護支援専門員協会
石川県国民健康保険診療報酬審査委員会
石川県国民健康保険団体連合会介護給付費審査
委員会医療部会
社会保険診療報酬支払基金石川審査委員会
社会保険診療報酬支払基金審査委員会
石川県柔道整復療養費審査委員会
東海北陸地方社会保険医療協議会
石川県成人病予防センター

〃 胃集検読影委員会
〃 肺がん検診委員会
〃 乳がん検診専門委員会
〃 大腸がん集団検診専門委員会
〃 特定健診等精度管理委員会

石川県地域リハビリテーション推進検討会議
金沢市精度管理専門委員会
石川県病院協会
石川県ナースセンター運営委員会
いしかわ訪問看護推進協議会
石川県栄養士会「栄養ケア活動支援整備事業」
検討会
石川県柔道整復師会
石川県臓器移植推進財団
石川県社会福祉事業団
石川県精神保健福祉協会
石川産業保健総合支援センター運営協議会
石川産業保健総合支援センター運営主幹
聴力障害や騒音対策等に係る産業保健相談員
治療と職業生活の両立支援に係る「石川県地域
両立支援推進チーム」
加賀・江沼地域産業保健センター運営協議会
小松能美地域産業保健センター運営協議会
石川中央地域産業保健センター運営委員会
日本海中部地区洋上救急支援協議会

金沢大学附属病院臨床研修病院群研修管理委員
会
金沢大学附属病院長候補者選考委員会
石川県がん診療連携協議会

〃 がん登録部会
〃 研修・連携部会
〃 妊孕性温存部会

次世代北信がんプロ「北信のシームレスながん
医療を担う人材養成」運営協議会

北陸認知症プロフェッショナル医養成プラン運
営協議会
金沢大学産学連携協力会
地域医療機構金沢病院地域連絡協議会
石川県地区衛生組織連合会
石川県保険者協議会
石川県後期高齢者医療懇話会
石川県介護労働懇談会
小松空港緊急計画連絡協議会
小松空港保健衛生協議会
石川県予防医学協会
日本年金機構障害認定医員
金沢刑務所視察委員会
金沢少年鑑別所視察委員会
湖南学院視察委員会
金沢地方裁判所委員会
北陸公衆衛生学会
石川県ユニセフ協会
北國がん基金
かなざわピンクリボンプロジェクト２０２５実行委
員会
若年者心疾患・生活習慣病対策協議会
加賀百万石ツーデーウオーク実行委員会
北陸メディカル電波利用連絡会
いしかわ骨髄バンク推進・はとの会
石川県てんかん治療地域連携協議会
石川県原子力災害医療ネットワーク調査検討会
石川県原子力災害医療ネットワーク調査作業部
会

医療機関勤務環境評価センター医療サーベイヤ
ー

日本スポーツマスターズ２０２６石川大会実行委員
会
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第７回地域共生社会推進全国サミット in かが
実行委員会
第３２回日本医学会総会登録推進委員

６ 調査に関する件
≪総務課≫

①公益法人制度改革に伴う外部理事・外部幹

事の対応について（日本医師会）

②経済センサス－活動調査 試験調査（総務

省、経済産業省）

③米寿会員並びに白寿会員調査（日本医師

会）

④毎月勤労統計調査特別調査（日本医師会）

⑤毎月勤労統計調査（第一種事業所）（日本

医師会）

⑥毎月勤労統計調査（第二種事業所）（日本

医師会）

⑦令和４年６月実施の「持分なし医療法人」

への移行に関するアンケート調査に係るフ

ォローアップ調査（日本医師会）

⑧石川県労働条件等実態調査（石川県健康福

祉部少子化対策監室）

⑨賃金構造基本統計調査（厚生労働省）

⑩信用保証協会によるセーフティネット保証

５号（緊急保証制度）に係る厚生労働省の

緊急業況調査（日本医師会）

⑪国勢調査（石川県総務部）

⑫「会員増強特別委員会」に係るアンケート

（中部医師会連合）

⑬組織強化（勤務医支援）の取組みの実施状

況調査（中部医師会連合）

⑭「SNSの活用に関する勉強会」事前アン

ケート（日本医師会）

⑮女性医師・シニア医師の活躍に向けた病院

・有床診療所調査（日本医師会）

⑯医師の働き方改革と地域医療への影響に関

する日本医師会調査（日本医師会）

⑰勤務医会員数・勤務医部会設立状況等調査

（日本医師会）

⑱医療・介護・保育分野における有料職業紹

介『適正認定事業者』のサービス品質に関

する調査（日本医師会）

⑲会員数調査（日本医師会）

⑳職業紹介事業等に関する現状調査（日本医

師会）

○２１有料職業紹介事業者利用にあたっての留意

事項等の周知に関する調査（日本医師会）

○２２医師の働き方改革と救急医療等の現場に関

する調査（日本医師会）

○２３令和８年経済センサス活動調査（日本医師

会）

○２４日本司法支援センター（法テラス）が行う

犯罪被害者支援業務に関するアンケート

（日本司法支援センター石川地方事務所）

≪業務課≫

①医師会立助産師・看護師・准看護師学校養

成所調査（日本医師会）

②小児在宅ケア提供体制に関する調査（日本

医師会）

③令和６年能登半島地震対策検証結果（案）

への意見確認（石川県医療支援課・石川県

危機対策課）

④「日医かかりつけ医機能研修制度」に関す

るアンケート調査（日本医師会）

⑤衛生検査所（検体検査会社、臨床検査セン

ター）からの集荷料等の請求にかかる調査

（日本医師会）

⑥中部医師会連合共同利用施設連絡協議会に

関するアンケート調査（中部医師会連合）

⑦都道府県医師会「災害時の体制に関する状

況」調査（日本医師会）
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⑧水銀血圧計等の集団回収に関するアンケー

ト調査（日本医師会）

⑨アレルギー疾患に関する取り組みの照会

（石川県健康福祉部）

⑩都道府県医師会学校保健担当理事連絡協議

会に向けてのアンケート（日本医師会）

⑪都道府県医師会糖尿病対策推進会議の活動

状況等調査（日本医師会）

⑫障害を理由とする差別の解消に関する取組

状況調査（日本医師会）

⑬甲状腺被ばく線量モニタリングの協力体制

に関するアンケート調査（石川県健康福祉

部）

⑭石川県強靭化計画（案）に係る意見照会（石

川県危機管理部）

≪情報課≫

①注射用アビバクタムナトリウム・セフタジ

ジム水和物（ザビセフタ配合点滴静注用）

の適正使用に関するアンケート（日本医師

会）

②石川県蚊媒体感染症調査事業の実施（石川

県）

③予防接種後健康状況調査の実施（日本医師

会）

④令和７年度病院における医療情報システム

のサイバーセキュリティ対策に係る調査

（日本医師会）

⑤病院における医療情報システムのサイバー

セキュリティ対策に係る調査（石川県）

⑥新型インフルエンザ等対策に係る連絡体制

の確認（照会）（石川県）

⑦「医療機関におけるサイバーセキュリティ

確保事業」における支援の希望調査（照会）

（石川県）

７ 団体生命保険取扱いに関する件
生命保険の取扱い件数は次のとおりです。

前年度同様、件数は減少しています。

会社名 件数 前年比 会社名 件数 前年比

大 樹 １７ ▲１１ 日 本 ７９ ▲７
住 友 ２７ ▲１ アフラック １０８ ▲２０
第 一 ８４ ▲８ 計 ３１５ ▲４７

（令和８年３月３１日現在）
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事業関係事項

総 務 部

１ 医師倫理の昂揚
理事会、郡市医師会長協議会並びに各種委

員会等において、必要の都度、会長及び担当

理事から医師倫理の昂揚について通達してい

ます。

２ 裁定委員会
本年度は幸いにして裁定委員会は開催され

ていません。

なお、委員会のメンバーは次のとおりです。

委 員 前川 信政（金 沢）

〃 小山 信（金 沢）

〃 坂戸 俊一（金 沢）

〃 武村 肇（加 賀）

〃 田谷 正（小 松）

〃 水毛生直則（能 美）

〃 高田 宗之（白山ののいち）

〃 紺谷 一浩（河 北）

〃 池野 幸子（羽 咋）

〃 安田紀久雄（七 尾）

〃 中谷 彰男（能登北部）

３ マイナンバー制度への対応
平成２７年１０月から個人番号の通知が始まり、

平成２８年１月から税・社会保障分野等の行政

手続きにおける運用が開始されたことから、

「特定個人情報等取扱規程」及び「特定個人

情報等の適正な取扱いに関する基本方針」を

制定しています。

４ 都道府県医師会長会議
第１回 ５月２０日（火）

第２回 １０月２１日（火）

第３回 １月２０日（火）

その都度石川医報に要旨を報告しています

ので省略します。

５ 都道府県医師会事務局長連絡会
２月２７日（金）

⑴ 感謝状贈呈

⑵ 議事「日本医師会ドクターバンク事業に

ついて」

６ 都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協
議会 １０月８日（水）

テーマ「継続的な組織強化に向けて」

⑴ 継続的な組織強化に向けて

日本医師会常任理事 城守 国斗

⑵ MAMIS の活用を通じた組織強化

日本医師会常任理事 笹本 洋一

⑶ 都道府県医師会からの活動報告

①神奈川県 ②静岡県 ③宮崎県

７ 都道府県医師会会員情報担当理事連絡協議
会 ３月１６日（月）

⑴ 連絡協議会の趣旨と医師会会員情報シス

テムMAMIS の現状報告

日本医師会常任理事 笹本 洋一

⑵ MAMIS 導入事例

①愛知県 ②広島県

⑶ MAMIS の今後の予定

日本医師会常任理事 笹本 洋一

８ 北陸三県医師会、中部医師会連合、関西医
師会連合との連携強化
⑴ 北陸三県医師会懇談会

２月２８日（土）（富山市）

富山県の担当により開催されました。

①会員医療機関の看護師確保策について

②医師会立の看護学校の存続のための工夫に

ついて

⑶ 四県医師会懇談会（かがやき会）
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１月１７日（土）（富山市）

富山県の担当により開催されました。

講演 「感染制御と抗菌薬適正使用の重要

性」

国立大学法人富山大学副学長・附属病

院長 山本 善裕

⑷ 中部医師会連合と関西医師会連合
中部医師会連合は中部７県（静岡、愛知、

三重、岐阜、福井、富山、石川）と関西医師

会連合（和歌山、奈良、京都、兵庫、滋賀、

大阪）を加えた１３府県により構成され、それ

ぞれ相互連絡、協調、親睦等を目的として諸

会議が開催されています。

各会議の概況は次のとおりです。

◇中部医師会連合
委員総会 １１月１５日（土）（名古屋市）

①開会

②委員長挨拶

③来賓祝辞・来賓紹介

④議長選出

⑤会務報告

⑥議事

第１号議案 令和６年度中部医師会連合収

入支出決算に関する件

第２号議案 令和７年度中部医師会連合収

入支出予算に関する件

第３号議案 次期役員選出に関する件

⑦次期委員長挨拶

⑧特別委員会分科会

⑨特別委員会全体報告会

⑩特別講演

「診療報酬改定に臨む今後の日医戦略」

日本医師会会長 松本 吉郎

⑪閉会

常任委員会 １３回開催

その都度石川医報に要旨を報告していますの

で省略します。

特別委員会
社会保険特別委員会

８月３日（日）、９月７日（日）

地域包括ケア特別委員会

７月１２日（土）、８月３日（日）

会員増強特別委員会

９月２１日（日）

中部地区日医代議員協議会
令和６年度第２回 ５月２８日（水）（名古屋市）

①第１５９回日本医師会定例代議員会への対

応について

講演 「新たな地域医療構想の実現に向け

て－病床数適正化支援事業について－」

厚生労働省医政局地域医療計画課長

中田 勝己

令和７年度第１回 ３月４日（水）（名古屋市）

①第１６１回日本医師会臨時代議員会への対

応について

講演 「最近の医療政策の動き～新たな地

域医療構想を中心に～」

厚生労働省医政局地域医療計画課長

西嶋 康浩

事務局長連絡協議会
第１回 ８月２２日（金）（名古屋市）

第２回 ２月１３日（金）（名古屋市）

◇関西医師会連合
常任委員会 ８月２日（土）（京都市）

愛知県の担当により開催されました。

①事務引継について

②監査について

③令和８年度役員の選出について

④次期常任委員会の開催について

⑤意見交換
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テーマ１「参議院議員選挙の総括」

テーマ２「次期診療報酬改定に向けた対応」

９ 地方公共団体等との連携
石川県健康福祉部との連絡会を開催し、相

互連携を図っています。

⑴ ３ページに掲載してある石川県等関係会

議に出席しています。

⑵ 次の諸団体に対して協力しています。

石川県歯科医師会

石川県薬剤師会

石川県看護協会

石川県栄養士会

石川県診療放射線技師会

石川県柔道整復師会

石川県鍼灸師会

石川県鍼灸マッサージ師会

石川県臨床衛生検査技師会

石川県理学療法士会

石川県作業療法士会

１０ 石川県四師会交流のつどい
１月１６日（金）午後６時３０分からホテル金沢

において、本会の担当により開催しました。

①講演会「我が国の公的年金制度の現状と課

題、今後の展望」

厚生労働省前年金局年金課長

若林 健吾

②懇親会

シャンソンミニライブ

・オー・シャンゼリゼ他５曲

ヴォーカル：干場 香苗、轟 千栄子

ピアノ：木村 郁絵

ベース：加賀 円将

１１ ドクターバンク事業
平成１２年３月１日付で労働大臣の許可を受

け、医師の無料職業紹介事業を開設していま

す。

令和７年度末の有効求人数は５５人、有効求

職者数は７人（うち新規求職申込件数５件）、

就職成立は２件です。

なお、石川医報に求人・求職情報を掲載し

ています。

１２ 石川県医師会医療功労者表彰式
７月２７日（日）（ホテル日航金沢）

⑴ 記念撮影（被表彰者）

⑵ 表彰式 司会 古川理事

①開会挨拶（安田会長）

②来賓祝辞

松本日本医師会会長

馳石川県知事

村山金沢市長

③来賓紹介

④表彰

県知事表彰 ８名

慶祝（叙勲、長寿会員） １７名

長期在任役員・代議員表彰 ２２名

長期医療従事会員表彰 ３６名

長期医療従事従業員表彰 ３２０名

被表彰者代表謝辞 越田 潔 先生

⑤閉会挨拶（轟副会長）

⑶ 祝賀会

①メディカルオーケストラ金沢による演奏

②開宴

③来賓祝辞

佐々木衆議院議員

④乾杯

⑤受賞者スピーチ

⑥抽選会

⑦閉宴

⑷ 記念行事「会員美術展・デジタルギャラ

リー」
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同日同会場（４階ホワイエ）・本会ホー

ムページ掲載

１３ 第７回全国医師ゴルフ選手権大会
５月５日（月・祝）（岐阜関カントリー倶楽部）

ゴルフ競技を通じて会員相互の親睦・研鑽

を図ることを目的として日本医師会、全国医

師協同組合連合会の共催により開催されてい

ます。

１４ 医師年金の充実
会員福祉の担い手である日本医師会の医師

年金制度は、これからの福祉社会の中で生涯

あらゆる段階において、経済的な不安を除く

体系的保証を目処に、特に老後の生活に安定

した基礎を与えることを目指しています。

医師年金制度が発足して以来、５０年余経過

し、約３８，０００人の制度加入者と約５，０００億円

の資産を有する我が国有数の積立型私的年金

となっています。

１５ 全国国民年金基金の普及
日本医師・従業員国民年金基金が全国国民

年金基金へ移行し、職能型の日本医師・従業

員支部として普及活動を行っています。

１６ 各種保険の斡旋
団体生命保険の状況は庶務関係事項「７

団体生命保険取扱いに関する件」に記載のと

おりです。

１７ 金沢エムザ「Mei ロイヤルカード」の入会
石川県医師会会員限定の提携カードで、３

つの特典を設けた制度として創設し、加入員

の募集活動を行っています。

財 務 部

１ 医業税制・経済対策
医業税制等については、日本医師会の対厚生

労働省、或いは財務省又は与党税調との折衝

によってその成果を期待してきました。

令和７年度の活動内容は次のとおりです。

⑴ 日本医師会の活動

令和７年８月、「令和８年度医療に関す

る税制要望」が取り纏められました。社会

保険診療等に係る消費税制度の見直しや医

業承継時の相続・贈与に関する税制措置等

の６項目を重点に、厚生労働省を始めとす

る関係各方面に対し要望し、１２月２６日、「令

和８年度税制改正大綱」が閣議決定され、

２項目が制度の存続、３項目が制度の延長、

２項目が制度の創設・拡充等、３項目が関

連項目となりました。

２ 会計について
令和７年度の一般会計、特別会計について

は、公認会計士の指導のもと、平成１９年度か

ら新公益法人会計を用いています。

監事会 ５月２７日（火）

①令和６年度石川県医師会収入支出決算承

認に関する件
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学 術 部

１ 生涯教育の充実強化
日本医師会生涯教育制度（昭和６２年度から

制度化）のカリキュラムに基づいて生涯教育

研修（講習）会を開催し、会員が生涯教育を

受ける機会を積極的に提供しています。また、

郡市医師会主催の生涯教育研修（講習）会に

ついても各々に認められており、単科医会主

催やそれ以外の各種団体からの指定申請につ

いては、その都度理事会で協議のうえ指定し

ています。

会員各位が日本医師会が発行する「日医生

涯教育認定証」を取得するには、会員の利便

性を図るために、個人申告ではなく、本会か

らの一括申告を行っています。このため、本

会が指定した生涯教育研修（講習）会主催者

には出席者名簿の提出を、また会員各位には、

本会で把握できない県外での受講報告の提出

をそれぞれお願いしています。

⑴ 各種団体（各郡市医師会並びに日本医学

会分科会１４４学会を除く）による生涯教育

指定研修（講習）会開催状況

回数 ５５回

延べ出席者数 ２，０３０名

⑵ 生涯教育申告状況

昨年度単位取得者総数 １，１５３名

総合計（単位＋ＣＣ） ２１，７１６．０

平均（単位＋ＣＣ） １８．８

２ 受講履歴管理システム
県内の郡市医師会をはじめとする多様な主

催者が開催する日本医師会の生涯教育研修

（講習）会等の受講履歴を一元管理すること

により、会員等における各種の受講履歴の確

認を容易にするとともに、その証明に際して

の便宜供与を図ることを目的として、平成２８

年９月に受講履歴管理システムを導入してい

ます。

また、同システムにおける研修会等の出退

管理用の「受講履歴管理カード（通称．IMA

カード）」を全会員並びに希望者に配布して

います。

３ 医学講座・学術講演会
本会主催、共催又は後援による学術講演会

について、オンラインを併用して以下のとお

り開催しました。

〔本会主催〕
⑴ 石川県医師会及び石川県獣医師会合同研修

会

第１回 ８月５日（火）参加人数８７名

「人獣共通感染症としての皮膚疾患―真菌

症を中心に―」

金沢医科大学皮膚科学・微生物学客員

教授 望月 隆

第２回 ３月４日（水）参加人数１１８名

「今、見直しておきたい人獣共通感染症

狂犬病・SFTS」

公益社団法人静岡県獣医師会会長理事

杉山 和寿

⑵ 周産期・母子保健研修会

第１回 ８月２６日（火）参加人数５５名

「石川県における妊孕性温存療法の実際」

医療法人社団康仁会金沢たまごクリニ

ック副院長 上林 大岳

第２回 ９月２５日（木）参加人数４４名

「超少子化時代におけるARTの役割と

PGTの展望」

医療法人社団永遠幸新橋ゆめクリニッ

ク理事長・院長 瀬川 智也
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第３回 １１月２７日（木）参加人数５７名

「赤ちゃんのあたまの形外来とヘルメット

治療」

金沢大学脳神経外科特任准教授

笹川 泰生

第４回 ３月５日（木）参加人数５７名

「母子免疫ワクチン普及における産婦人科

医の役割―定期接種化へ向けて―」

慶応義塾大学医学部産科婦人科学教室

（産科）教授 田中 守

⑶ 在宅医療連携体制推進事業

医療DX研修会

８月２８日（木）参加人数１０７名

「国の医療DX戦略の方向転換―オンプレミ

スからクラウドネイティブへ―」

国際医療福祉大学赤坂心理・医療福祉

マネジメント教授 高橋 泰

ACP研修会 １１月１８日（火）参加人数７３名

「尊厳ある在宅医療を広げるために～地域で

共有するACP～」

金沢市医師会副会長

医療法人社団創生会大野内科医院院長

大野 秀棋

「訪問看護師が寄り添う在宅でのこれからの

暮らしの話し合い」

訪問看護ステーション花

株式会社フレア代表取締役

東 隆之

BCP研修会 ３月２６日（木）参加人数６６名

「BCPについて」

石川県医師会理事 長尾 信

「令和６年能登半島地震発生時の当院機関型

BCP発動内容とその検証」

小木クリニック院長 瀬島 照弘

⑷ エイズ研修会 １０月２４日（金）参加人数８９名

「抗HIV薬の特徴と薬剤師の関わり」

石川県立中央病院薬剤部薬剤師長

安田 明子

「HIV感染症は地域で診療する時代へ」

石川県立中央病院免疫感染症科診療部

長 渡邉 珠代

⑸ 性感染症に関する研修会

１１月１３日（木）参加人数９５名

「性感染症の現状」

金沢医科大学産科婦人科学講師

藤田 智子

⑹ 院内感染対策に関する講演会（カンファレ

ンス）

第１回 １１月１９日（水）参加人数１６２名

「薬剤耐性菌にまつわる最近の話題～薬剤

耐性（AMR）対策アクションプランを

踏まえて～」

金沢大学医薬保健研究域医学系感染症

科学・臨床検査医学研究分野教授

金森 肇

第２回 ３月１６日（月）参加人数１５０名

「抗菌薬適正使用に基づいた外来抗菌薬の

使用について」

石川県立中央病院救急科感染症対策室

室長 南 啓介

「地域で取り組む感染症対策」

石川県立中央病院医療安全部感染症対

策室感染管理認定看護師 近藤 祐子

⑺ 医療安全研修会

第１回 １１月２５日（火）参加人数１７７名

「インフォームド・コンセントの要件：医

療と医学研究を比較しつつ」

慶応義塾大学大学院健康マネジメント

研究科教授 前田 正一

第２回 １月２９日（木）参加人数１３５名



―１４―

「石川県における医療事故調査の現状」

石川県医師会理事 安井 正英

「『より良い医療』の提供のために～医療

安全文化の醸成～」

群馬大学医学部附属病院医療の質・安

全管理部部長

群馬大学大学院医学系研究科医療の質

・安全学講座教授 田中 和美

⑻ 在宅医療に関する研修会

１１月２６日（水）参加人数６１名

「人口減少社会において必要な医療を、いか

に確保するか」

国際医療福祉大学赤坂心理・医療福祉

マネジメント教授 高橋 泰

⑼ 全国がん登録研修会

１１月２６日（水）参加人数５１名

「全国がん登録のポイントと注意点」

石川県医師会理事 牧本 和生

「石川県のがん罹患状況等と届出の手順及び

安全管理措置について」

石川県健康福祉部健康推進課

⑽ 新型インフルエンザ等研修会

１２月５日（金）参加人数１６１名

「新型インフルエンザ等関連情報について」

石川県医師会理事 長尾 信

「インフルエンザ／COVID‐１９ アップデー

ト」

大阪大学大学院医学系研究科感染制御

学教授 忽那 賢志

⑾ 日本医師会生涯教育講座（不安・不眠に係

る研修会） １２月７日（日）参加人数１３２名

「うつ病治療における運動療法」

山口大学大学院医学系研究科高次脳機

能病態学講座教授 中川 伸

「睡眠の科学的理解と薬剤・生活習慣の関

係」

医療法人社団惠仁会惠仁クリニック理

事長・院長 村井 裕

「職場でのメンタルヘルスの困り事」

石川県医師会理事 下畑 創

「かかりつけ医機能報告制度について」

日本医師会常任理事 城守 国斗

⑿ 肝炎研修会

第１回 １月２１日（水）参加人数６４名

「C型肝炎診療のアップデート」

金沢大学医薬保健研究域医学系消化器

内科学准教授 島上 哲朗

第２回 ２月４日（水）参加人数７４名

「B型肝炎診療のアップデート」

金沢大学医薬保健研究域医学系消化器

内科学准教授 島上 哲朗

第３回 ２月５日（木）参加人数８０名

「金沢市における肝炎ウイルス検診の現

状」

横井内科医院副院長 横井 正人

「石川中央地区における肝炎ウイルス検診

の現状」

石川中央保健福祉センター所長

木曽 啓介

「南加賀地区における肝炎ウイルス検診の

現状」

南加賀保健福祉センター所長

沼田 直子

「能登北部地区における肝炎ウイルス検診

の現状」

公立宇出津総合病院内科医長

足立 浩司

「能登中部地区における肝炎ウイルス検診

の現状」

公立羽咋病院内科医長 西野 隆平
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「石川県における肝炎対策の現状と課題」

金沢大学医薬保健研究域医学系消化器

内科学准教授 島上 哲朗

⒀ がん検診従事者講習会

１月２４日（土）参加人数７２名

報告「石川県のがん検診の現状と取り組みに

ついて」

石川県健康福祉部健康推進課次長兼課

長 相川 広一

「石川県の乳がん検診の現状と課題―検診お

よび診療従事者の立場から―」

金沢大学医薬保健研究域保健学系医療

科学領域量子医療技術学講座教授

川島 博子

「乳がん診療の現在地：診断から治療戦略、

取り扱い規約改定のポイントまで」

金沢医科大学乳腺・内分泌外科診療科

長、准教授

金沢医科大学病院乳腺センター長

井口 雅史

⒁ かかりつけ医うつ病等対応力向上研修会

○基礎知識編 １月２７日（火）参加人数６３名

「健康２１によるアルコールの付き合い方と

医療のかかわり」

ひろメンタルクリニック院長

奥田 宏

○診断・治療編 ２月３日（火）参加人数７７名

「児童思春期における抑うつ・不安の背

景」

金沢大学附属病院神経科精神科特任助

教 湯淺 慧吾

○連携編 ２月１０日（火）参加人数７８名

「うつ症状への対応と薬剤師の効果的な活

用方法」

金沢大学附属病院薬剤部副薬剤部長

坪内 清貴

○実践編 ２月２０日（金）参加人数５０名

「うつ病の基礎と事例検討」

石川県医師会理事 下畑 創

⒂ 地域包括診療加算・地域包括診療料に関す

る研修会 ２月１１日（水・祝）参加人数１４０名

「高血圧症」

金沢大学附属病院研修医・専門医総合

教育センター／内分泌・代謝内科准教

授

米谷 充弘

「脂質異常症」

金沢大学附属病院循環器内科助教

多田 隼人

「認知症」

医療法人社団惠仁会惠仁クリニック理

事長・院長 村井 裕

「糖尿病」

石川県医師会理事 古川 健治

⒃ 在宅医療研修会

２月１２日（木）参加人数８８名

事例紹介

「あっとほーむ若葉・特養での特定行為の

実際」

特別養護老人ホームあっとほーむ若葉

河田 めぐみ

「地域の中で特定行為看護師は何ができる

か」

訪問看護ステーションあわら

木下 真由美

「特定行為看護師と共に羽咋市の医療機関

が連携する在宅診療の一例 脊髄損傷患

者に生じた仙骨部褥瘡」

森田クリニック形成外科皮膚科

森田 礼時
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ディスカッション

⒄ 風しん対策研修会

３月９日（月）参加人数５６名

報告「石川県・金沢市風しん抗体検査事業の

結果について」

石川県健康福祉部健康推進課

講演「風疹と先天性風疹症候群～次世代を守

るためにできること～」

金沢大学小児科講師 井上 なつみ

⒅ 病床機能分化・連携支援研修会

３月１２日（木）参加人数９０名

「令和８年度診療報酬改定からみた地域包括

医療病棟の方向性」

石川県医師会理事 阪上 学

「コミュニティホスピタルとして地メディ選

択は最適解か？」

特定医療法人社団勝木会やわたメディ

カルセンター院長 勝木 達夫

「地域包括医療病棟の導入と現状」

石川県済生会金沢病院院長

荒木 勉

総合討論

⒆ 新生児マス・スクリーニング研修会

３月３０日（月）参加人数５６名

「新生児マススクリーニングの新たな展開と

考え方」

国立研究開発法人国立成育医療研究セ

ンター小児内科系専門診療部内分泌・

代謝科診療部長 鹿島田 健一

〔本会共催〕
⑴ 感染症医師研修会 ８月２０日（水）

⑵ 労災診療費算定実務研修会 １０月８日（水）

⑶ 認知症に関する研修会 １１月８日（土）

⑷ 結核対策研修会 １１月２０日（木）

⑸ 第１０回石川県研修医学会 １月３１日（土）

⑹ 糖尿病対策成果発表会 ２月２８日（土）

〔本会後援〕
⑴ 一年生交通安全キャンペーン「２０２５黄色い

手帳運動」

⑵ 世界自閉症啓発デー金沢城公園石川門ブル

ーライトアップ ４月２日（水）

⑶ Kanazawa Coronary Conference‐２０２５（北

陸PTCAライブ）

５月２３日（金）～５月２４日（土）

⑷ 第２２回加賀百万石ツーデーウオーク

６月７日（土）～６月８日（日）

⑸ 第２９回金沢医科大学病院学術交流会

６月１９日（木）

⑹ メディカルオーケストラ金沢第１６回コンサ

ート ６月２９日（日）

⑺ 北陸呼吸器内科医療推進機構（H‐PARM）

設立記念市民公開講座 ７月２７日（日）

⑻ 第４６回金沢医科大学病院連携病院会議

８月１日（金）

⑼ 石川県合同輸血療法委員会金沢講演会

８月２日（土）

⑽ 日本保育保健協議会中部ブロック研修会

in 石川 ８月３日（日）

⑾ 第３８回 JAPAN TENT－世界留学生交流・

いしかわ２０２５－

８月２１日（木）～８月２４日（日）

⑿ 第７２回石川県学校保健研究大会

８月２４日（日）

⒀ 第３０回金沢医科大学病院学術交流会 in 加

賀 ９月２０日（土）

⒁ すこやか健康セミナー ９月２０日（土）

⒂ 第４６回日本癌学会市民公開講座

９月２７日（土）

⒃ 第２４回東洋療法推進大会 in 石川

９月２８日（日）～９月２９日（月）
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⒄ ロコモキャラバン in 金沢こどもロコモ対

策市民公開講座 １０月５日（日）

⒅ 第３１回金沢医科大学病院学術交流会 in 能

登 １０月１８日（土）

⒆ すこやか健康セミナー １０月１８日（土）

⒇ 第２２回石川県ダイアベティスウォークラリ

ー大会 １０月１９日（日）

�２１ リハビリテーション・スポーツフェス２０２５

１０月２０日（月）～１１月７日（金）

�２２ 公開講座「中村桂子氏講演会」

１０月２５日（土）

�２３ 第９回日本在宅救急医学会学術集会

１１月１日（土）

�２４ 日本リハビリテーション看護学会第３７回学

術大会 １１月１日（土）～１１月２日（日）

�２５ 第６６回「よい歯の学校運動」

１１月８日（土）

�２６ 第３１回金沢医科大学病院地域医療懇談会

１１月１５日（土）

�２７ すこやか健康セミナー １１月１５日（土）

�２８ いい歯の日・健口フェア １１月１６日（日）

�２９ 石川県高次脳機能障害リハビリテーション

講習会 １１月１６日（日）

�３０ 小松市民病院第１８回市民公開講座

１１月２９日（土）

�３１ 次世代北信がんプロ合同市民公開講座

１１月３０日（日）

�３２ 第１回結核臨床研究会 １２月７日（日）

�３３ 金沢医科大学総合医学研究所市民公開セミ

ナー １２月１３日（土）

�３４ いしかわ９２１在宅ネットワーク講演会

１２月１６日（火）

�３５ すこやか健康セミナー １２月２０日（土）

�３６ 医療機関向け児童虐待対応強化研修

１月２０日（火）

�３７ グリーンライトアップキャンペーン２０２６

２月２２日（日）

�３８ 第２回次世代北信がんプロ金沢大学市民公

開講座・第２７回石川県がん診療連携協議会市

民公開講座 ３月１日（日）

�３９ 第１５回日本リハビリテーション栄養学会学

術集会 ３月１４日（土）

�４０ 第３７回西日本医科学生オーケストラフェス

ティバル in 金沢 ３月１９日（木）

４ 学会、研究会への助成
⑴ 世界自閉症啓発デー金沢城公園石川門ブ

ルーライトアップ

⑵ 第４１回日本臨床皮膚科医会総会・臨床学

術大会

⑶ 第２２回加賀百万石ツーデーウオーク

⑷ 第７２回日本小児保健協会学術集会

⑸ 第５１回北陸小児糖尿病サマーキャンプ

⑹ 第８４回日本癌学会学術総会

⑺ 第９回日本在宅救急医学会学術集会

⑻ 金沢大学医学展並びに医学展 in 能登

⑼ 子育て支援メッセいしかわ２０２５

⑽ 難病こども支援「おでかけプロジェク

ト」

⑾ 金沢大学しらゆり会

５ 治験推進事業
平成１８年度から本会事業として活動を展開

しており、新規審査件数は治験（薬事法下で

の試験）０件でした。

治験審査倫理委員会

第１３８回審査 ８月６日（水）（WEB会議）

第１３９回審査 １１月２０日（木）

６ 日医かかりつけ医機能研修制度
今後のさらなる少子高齢社会を見据え、地

域住民から信頼される「かかりつけ医」のあ

るべき姿を評価し、その能力を維持・向上す
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るための研修を実施することを目的とした事

業を実施しました。

なお、本年度は４７名の医師に修了証を発行

しました。

日医かかりつけ医機能研修制度令和７年度応
用研修会
第１回 ９月２１日（日） 参加人数８８名

第２回 １１月３０日（日）（日医録画映像による

講習会） 参加人数５６名

①肝臓病の診断と治療

②慢性腎臓病（CKD）の診断と治療

③高齢者肺炎の治療と多職種連携

④かかりつけ医に必要な骨粗鬆症への対応

⑤かかりつけ医とリハビリテーションの連

携

⑥事例検討～在宅医療における連携／認知

症を含むマルチモビディティへの取組～

７ 専門医「共通講習」の実施
日本医師会では、日本専門医機構の発足以

来、新たな専門医の仕組みを整えるため、制

度運営に関わる業務に協力し、医療の質の向

上に努めており、医師会が主催する「日本専

門医機構認定共通講習」の実施要綱を策定し

ております。専門医の質の向上に寄与するた

め、日本医師会から専門医共通講習の実施に

ついて協力要請がありましたので研修会を開

催しました。

母体保護法指定医師研修会（専門医共通講習
会） ８月３１日（日）参加人数５６名

「母体保護法に関するQ＆A」

石川県医師会理事 上野 浩久

「医療倫理に関わる昨今の話題」

聖マリアンナ医科大学大学院周産期発

生病態解明学分野教授

日本産婦人科医会常務理事

長谷川 潤一

「新規治療法を安全に導入・運用する上での

留意点」

医療法人社団こうかん会日本鋼管病院

婦人科部長

日本産婦人科医会常務理事

石谷 健
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社会保険部

保険診療上における地域住民との信頼関係の

向上や医療機関に対する国民の不信感を払拭す

るため、問題があればその都度社会保険委員会

等を通じ会員に伝達しています。

１ 社会保険委員会の開催
社会保険委員会は、現代医学の立場にたっ

た保険診療の充実を目的として開催しており、

社保・国保審査委員会状況報告、関係法規等

の通達、保険請求上の参考資料配布、或いは

保険診療に関する会員からの疑義及び要望事

項の収集に努め、毎回多くの議題について協

議しています。特に審査上の諸問題報告は萎

縮診療につながりやすく、その点十分な配慮

を加えながら委員会の運営を行っています。

第１回 ７月２９日（火）

①会員から寄せられた返戻・査定例につい

て

②診療報酬点数算定並びに請求等に関する

疑義・要望事項について

③東海北陸厚生局との連絡会について

④令和６年度個別指導時の指摘事項につい

て

⑤保険医療機関等の診療科別平均点数につ

いて

⑥令和６年度診療報酬改定の評価、次期改

定への要望事項について

第２回 ２月６日（金）

①会員から寄せられた返戻・査定例につい

て

２ 保険診療懇談会の開催 ８月２９日（金）

会員を対象に、保険診療の基本的な留意事

項、請求上の注意事項、審査会状況等の保険

診療全般に亘る内容の講習会を開催していま

す。なお、参加できない会員のために、資料

並びに動画を県医師会ホームページ上に掲載

しています。

①保険診療の基本について

②個別指導の実際と指摘事項について

③その他お知らせ等について

④主治医意見書の書き方説明会

⑤会員からの質問

３ 日医等との保険診療に関しての連携
⑴ 日医との連携
保険診療上の疑義については、その都度日

医と連絡を取りながら対処しています。

都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会
３月２６日（木）

①令和８年度診療報酬改定について

⑵ 中部医師会連合との連携（中部医師会連合
社会保険特別委員会）
中部医師会連合社会保険特別委員会は、診

療内容の充実を目的として、各県の保険診療

に関する情報交換、対応策等について協議を

行っています。

第１回 ８月３日（日）（Web）

①各県の指導・監査等の状況、本年度の予

定について

②令和７年度の集団指導（厚生局主催）及

び集団指導（医師会主催）の実施方法等

について

③令和８年度診療報酬改定における検討項

目について

④健康保険料の応能負担の在り方について

⑤いわゆるOTC類似薬の医療保険除外に

ついて

⑥特定保険医療材料の償還価格制度の改正

について
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第２回 ９月７日（日）（名古屋市）

①各県の指導・監査等の状況について

②令和８年度診療報酬改定における検討項

目について

③健康保険料の応能負担の在り方について

④いわゆるOTC類似薬の医療保険除外に

ついて

⑤特定保険医療材料の償還価格制度の改正

について

⑥令和７年度中部医師会連合委員総会につ

いて

４ 個別指導並びに集団的個別指導、新規個別
指導への立会い
東海北陸厚生局石川事務所が行う個別指導、

集団的個別指導、新規個別指導、監査には、

県医師会・郡市医師会の社会保険担当理事、

社会保険委員等が学識経験者として立会いを

行っています。

個別指導

５月 １施設 ６月 １施設

７月 １施設 ８月 １施設

９月 １施設 １０月 １施設

１１月 １施設 １月 １施設

２月 １施設

集団的個別指導（集団部分のみ）

９月 ４１施設 ２月 ２施設

新規個別指導

５月 ２施設 ６月 ２施設

７月 ２施設 ８月 ２施設

９月 ２施設 １０月 ２施設

１１月 ４施設 １２月 ４施設

１月 １施設 ２月 ２施設

５ 東海北陸厚生局石川事務所等関係機関との
連絡協調
保険診療に関わる問題点等については、東

海北陸厚生局石川事務所及び社会保険診療報

酬支払基金北陸地域審査事務センター、石川

県国民健康保険団体連合会等と緊密な連絡を

行い、充分なる意思の疎通を図りながら支障

のないように取り計らっています。

特に、個別指導・集団指導・集団的個別指

導などの実施方法については、その都度東海

北陸厚生局石川事務所に対して問題点を指摘

し、協議・検討しています。

⑴ 東海北陸厚生局石川事務所との連絡会
４月２５日（金）

①令和６年度指導結果について

②令和７年度の指導計画について

③医師会からの要望事項について

６ 診療報酬改定等に関する対応
診療報酬点数改定に関しては、日本医師会

の社会保険診療報酬検討委員会の中部ブロッ

ク代表の委員を通じて、日本医師会へ中部医

師会連合としての要望事項を提出しています。

会員からの診療報酬点数算定等については、

その都度支払基金や国保連合会、東海北陸厚

生局、日本医師会などに照会し、回答してい

ます。
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地域医療・地域包括ケア推進部

１ 病床機能分化・連携支援事業
国は、地域医療構想アドバイザーの養成を

進め、選定要件を満たし、地域に密着した有

識者として、本会から橋本副会長及び阪上理

事を国へ推薦しています。また、医療政策研

修会が開催され、石川県病院協会との共催に

よる「病床機能分化・連携支援研修会」を開

催しました。

⑴ 医療政策研修会 ３月１７日（火）

政策説明

①医師偏在対策について

②在宅医療の体制整備について

③かかりつけ医機能について

④電子処方箋の普及拡大に向けた取組につ

いて

⑤大学病院機能強化推進事業について

⑥新たな地域医療構想策定ガイドラインに

ついて

講義

①新構想検討の重要性と留意点について

②新構想策定時に確認すべきデータについ

て

③ロジックモデルの活用について

⑵ 病床機能分化・連携支援研修会
（１６ページに掲載）

２ 介護保険制度の推進
介護保険制度改定に伴う食費・居住費、主

治医意見書の様式変更に伴う問題点などにつ

いて、その都度日本医師会や中部各県の状況

を確認しながら対応しています。

⑴ 地域包括ケア委員会 ６月２５日（水）

報告事項

主治医意見書の書き方説明会について

協議事項

中部医師会連合地域包括ケア特別委員会の

協議事項について

①地域包括ケアシステムにおけるかかりつ

け医の役割について

②高齢者施設等における感染症対応の体制

整備の取り組みについて

③令和６年度診療報酬改定による在宅医療

への影響について

④各県医師会におけるエンディングノート

の取り組みについて

⑤在宅医療に必要な連携を担う拠点及び積

極的役割を担う医療機関等への助成制度

に関する各県の取り組みについて

⑥各県における在宅専門クリニックの進出

状況および地域医師会、県医師会への加

入状況、一般診療所との連携状況につい

て

３ 日本医師会、中部各県医師会との連携
介護保険制度の疑義事項については、その

都度日本医師会と連携を取りながら対応して

います。また、介護報酬など疑義要望事項に

ついては、中部医師会連合地域包括ケア特別

委員会で協議しています。

中部医師会連合地域包括ケア特別委員会
第１回 ７月１２日（土）（Web）

①地域包括ケアシステムにおけるかかりつ

け医の役割について

②高齢者施設等における感染症対応の体制

整備の取り組みについて

③令和６年度診療報酬改定による在宅医療

への影響について

④各県医師会におけるエンディングノート

の取り組みについて
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⑤在宅医療に必要な連携を担う拠点及び積

極的役割を担う医療機関等への助成制度

に関する各県の取り組みについて

⑥その他

・提出議題（静岡県医師会）

各県における在宅専門クリニックの進

出状況および地域医師会、県医師会への

加入状況、一般診療所との連携状況につ

いて

第２回 ８月３日（日）（名古屋市）

①地域包括ケアシステムにおけるかかりつ

け医の役割について

②高齢者施設等における感染症対応の体制

整備の取り組みについて

③令和６年度診療報酬改定による在宅医療

への影響について

④各県医師会におけるエンディングノート

の取り組みについて

⑤在宅医療に必要な連携を担う拠点及び積

極的役割を担う医療機関等への助成制度

に関する各県の取り組みについて

⑥その他

・提出議題（静岡県医師会）

各県における在宅専門クリニックの進

出状況および地域医師会、県医師会への

加入状況、一般診療所との連携状況につ

いて

４ 主治医意見書の書き方説明会
８月２９日（金）

かかりつけ医の認知症診断の知識・技術等

の修得、並びに主治医意見書の書き方の説明

会を開催しました。

また、冊子「これだけはお願いしたい！主

治医意見書のポイント」を会員に配布しまし

た。

５ 石川県医療在宅ケア事業団の活動
石川県医療在宅ケア事業団は、石川県・石

川県医師会・石川県看護協会により設立され、

令和８年３月末現在、１３施設の訪問看護ステ

ーションが設置されています。

６ 在宅医療連携体制推進事業
医療・介護・福祉関係職種の方々が連携を

図りながら、地域住民から今後ますます求め

られる在宅医療についての様々な問題を協

議・検討するため、「在宅医療推進協議会」

を設置しています。

事業の実施に当たっては、郡市医師会等の

協力を得ながら、地域の特色を活かした活動

を１７か所の在宅医療連携グループが展開して

います。

⑴ 在宅医療推進事業打合せ会 ５月９日（金）

全体会議

①令和６年度在宅医療推進事業報告

②令和７年度の取組みについて

地区別会議

①令和７年度県民公開講座について

②令和７年度地域リーダー研修会について

③地区単位の課題等、情報交換

⑵ 在宅医療推進協議会 ３月１７日（火）

①新たな地域医療構想における在宅医療及び

医療・介護連携のあり方

②令和７年度 在宅医療連携体制推進事業報

告

③在宅医療推進事業成果発表会報告

④令和８年度在宅医療連携体制推進事業につ

いて

⑤各団体からの状況報告

⑥令和７年度在宅医療に関する県の取組みに

ついて

⑶ 在宅医療推進事業成果発表会
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３月６日（金）

①令和７年度石川県医師会在宅医療推進事業

報告

②令和７年度石川県高度・専門医療人材養成

支援事業成果報告

③食力の会（事務局：公立能登総合病院）

④令和７年度在宅医療連携グループ活動報告

・加賀市在宅医療連携推進協議会

・白山野々市「医療と介護のシンポジウ

ム」運営委員会

・りくつなケアネット金澤

・あじさい会

・あなみず医療・介護ネットワークの会

⑷ 医療DX研修会 （１３ページに掲載）

⑸ ACP研修会 （１３ページに掲載）

⑹ 在宅医療に関する研修会
（１４ページに掲載）

⑺ BCP研修会 （１３ページに掲載）

７ 在宅医療推進のための普及啓発事業
今後増加すると予測される高齢者や医療的

ケア児における在宅医療のニーズに対応する

ため、医療機関等へ特定行為研修制度の普及

啓発を行うことで、県内の地域医療の充実を

図ることを目的とした事業を実施しました。

⑴ 在宅医療研修会「特定行為を通して活動の
場を広げていくために」（１５ページに掲載）
８ 第３回在宅医療シンポジウム～地域のかか
りつけ医が面で支える在宅医療～

３月１日（日）

講演「新たな地域医療構想における在宅医療

及び医療・介護連携のあり方」

厚生労働省医政局地域医療計画課

課長 西嶋 康浩

シンポジウム

①医療的ケア児から医療的ケア者への支援へ

シンポジスト：

「医療的ケア児支援から成人期への移行期支

援の課題」

東京都立小児総合医療センター在宅診療科

部長 冨田 直

「医療的ケア時支援から医療的ケア児・者支

援へ～医療的ケア者の数と支援の現状～」

埼玉医科大学総合医療センター小児科

教授 是松 聖悟

②医療的ケア児・者を支える在宅医療

シンポジスト：

「プライマリケア医が支える医療的ケア児・

者の地域包括ケア」

医療法人いちのせファミリークリニック

院長 一ノ瀬 英史

「在宅専門医が支える医療的ケア児・者の地

域包括ケア」

医療法人社団ときわ理事長 小畑 正孝

「地域で支える医療的ケア児・者の地域包括

ケア」

青森県立中央病院成育科部長 網塚 貴介

９ 医師会ビジョン委員会
第１回医師会ビジョン討論会

５月１日（木）（ホテル金沢）

講演「新たな地域医療構想へ向けて」

日本医師会常任理事 江澤 和彦

情勢報告「参議院選挙の情勢とお願い」

日本医師会常任理事 佐原 博之

第２回医師会ビジョン討論会
９月１８日（木）

講演「今後の医療と医療政策を俯瞰的に考

える－５年間の変化と『骨太方針２０２５』、

参院選結果を踏まえて－」

日本福祉大学名誉教授 二木 立

第３回医師会ビジョン討論会 １１月１２日（水）
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講演「社会保障をとりまく環境の趨勢とこ

れからの医療政策－青写真を描いた社会

保障制度改革国民会議から１２年」

慶應義塾大学商学部教授 権丈 善一

１０ シンポジウム「未来ビジョン“若手医師の
挑戦”」 ４月１９日（土）

シンポジウム

①都道府県医師会役員として活躍する若手医

師の取り組み「支えて下さる方々への感謝

を学ぶ場としての医師会」

北海道医師会常任理事

北海道大学大学院医学研究院医学教育

・国際交流推進センター准教授

村上 学

②へき地で活躍する若手医師の取り組み「地

域全体をケアする仕事はやりがいがあり、

子育て・生活もしやすいですよ」

浜田市国保診療所連合体波佐診療所所

長 佐藤 優子

③二足の草鞋を履く若手医師の取り組み「唯

一無二！？脳外科医とデザイナー、二刀流

の生き方」

横浜フロント脳神経外科・泌尿器科院

長

Drまあやデザイン研究所 折合 麻綾

④先輩医師から若手医師へのエールKMA．

com「これまで」と「これから」

京都府医師会理事

京都府立医科大学北部キャンパス長

加藤 則人

⑤意見交換

医療安全・事故調査対策部

医療法の改正により、医療事故調査制度が施

行され、石川県医療事故調査等支援団体連絡協

議会を設置して、支援団体として初期支援の窓

口や支援団体間の連絡調整に対応しています。

電話による２４時間３６５日支援体制を構築して

おりますが、相談や医療事故届出件数は１件で

した。

医事紛争については、医事紛争対策委員会を

開催し、日本医師会に付託する等適切な対応を

しています。

１ 石川県医療事故調査等支援団体連絡協議会
１０月２８日（火）

①石川県における医療事故調査の現状

②第２回医療安全研修会の開催について

③令和７年度医療事故調査制度に係る「管理

者・実務者セミナー」の開催について

２ 医療事故調査支援委員会
第１回 ８月７日（木）

３ 医事紛争対策委員会 ６月１３日（金）

４ 都道府県医師会医事紛争担当理事連絡協議
会 １２月４日（木）

①日本医師会医師賠償責任保険の運営に関す

る経過報告

②講演

「広島県医師会での取り組み事例」

広島県医師会常任理事 石川 暢恒

「採血時の神経損傷」

医賠責調査委員会委員

横浜労災病院院長 三上 容司

③事務局からの連絡事項

④都道府県医師会からの質問・意見・要望等

５ 都道府県医師会医療事故調査制度担当理事
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連絡協議会 ２月２０日（金）

①厚生労働科学研究「医療事故調査制度にお

ける医療事故調査等支援団体による支援の

機能的運用および資向上に向けた研究」報

告書について

日本医師会常任理事 藤原 慶正

②厚生労働省「医療事故調査制度等の医療安

全に係る検討会」報告書及び同報告書を踏

まえた今後の対応について

厚生労働省医政局地域医療計画課医療

安全推進・医務指導室室長補佐

門野 泉

③日本医療安全調査機構「医療安全の更なる

向上を目指す検討会」報告書について

一般社団法人日本医療安全調査機構

（医療事故調査・支援センター）専務

理事 田原 克志

④令和７年度支援団体統括者セミナーについ

て

日本医師会常任理事 藤原 慶正

６ 医療事故調査制度支援団体統括者セミナー
３月１日（日）

・講義「医療事故調査制度の概況」

日本医療安全調査機構（医療事故調

査・支援センター）常務理事

木村 壯介

・報告「厚労科研『支援団体による支援の機

能的運用及び質向上に向けた研究』報告と

支援団体の役割」

日本医師会常任理事 藤原 慶正

・報告「日本医師会の取り組み」

日本医師会常任理事 藤原 慶正

・発表「支援団体の取組事例報告」

栃木県、宮崎県、愛知県、神奈川県

・グループ討議「テーマに沿って各グループ

で討議・発表」

討議テーマ①：判断への支援

日本医療安全調査機構（医療事故調

査・支援センター）顧問

虎の門病院名誉院長 山口 徹

討議テーマ②：初期対応への支援

日本医師会医療安全対策委員会委員

高崎健康福祉大学副学長・保健医療学

部学部長 渡邊 秀臣

討議テーマ③：疑問点の抽出と整理

日本医師会医療安全対策委員会副委員

長

福岡東医療センター名誉院長

上野 道雄

討議テーマ④：報告書作成への支援

日本医療安全調査機構（医療事故調

査・支援センター）常務理事

宮田 哲郎

・全体討議

７ 診療情報提供
患者が疾病と診療の内容を十分に理解し、

医療の担い手である医師と医療を受ける患者

とが共同して疾病を克服し、医師、患者間の

より良い信頼関係を築くよう、会員に対して

診療情報提供を図っています。

また、患者や一般県民の方々から、診療に

関する苦情や相談を受けるための「石川県医

師会医療相談窓口」を設置し、行政、日本医

師会、医療機関など関連機関と連携を取りな

がら対応しています。

８ 医療安全対策推進事業
全国的に医療事故等の報道が絶えず、県民

の医療に対する信頼が揺らいでいるため、医

療事故の未然防止対策等に関する研修会や医

療安全対策の推進及び充実強化を図ることを
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目的とした研修会を開催しました。（１３ペー

ジに掲載）

９ 院内感染対策に関する講演会（カンファレ
ンス） （１３ページに掲載）

１０ 医療者と患者・家族の対話仲介者の普及
⑴ 第１２回医療コンフリクト・マネジメントセ
ミナー ８月１６日（土）・１７日（日）

「総論講義編」「実践基礎編」「フォローアッ

プ研修」

敦賀市立看護大学名誉教授

杉浦 良啓

公益社団法人愛知県看護協会常務理事

森田 恵美子

日本医療メディエーター協会認定シニ

アトレーナー 山本 陽子

災害医療対策部

石川県などが行う各種訓練については、石川

県総合防災訓練や能登空港の航空機消火救難訓

練、並びに小松空港民間航空機消火救難総合訓

練に参画し、各施設の協力をいただきながら災

害救急医療情報システムの運用訓練を行ってい

ます。

救急週間については、９月９日を救急の日、

９月７日（日）から１３日（土）までを救急医療週間

と定め、救急医療の普及啓蒙運動について、各

郡市医師会の実情に即した事業の実施をお願い

し、この事業に対する補助をしています。

また、JMATは、被災県が日医に要請を行

うことが原則でありますが、被害を受けて要請

ができない場合もあります。その時には、ブロ

ック内の他県医師会が連絡する必要があると考

えられ、JMATの迅速かつ効率的な運用が実

施できるよう、平時の準備を含め、中部医師会

連合災害時医療救護協定を締結しています。

１ 救急医療対策事業
県内の医療機関及び消防機関に ID、パス

ワードを発行し、宿日直医情報を提供してい

ます。

県内の休日当番医についても、各郡市医師

会の協力の下、そのデータを本会で入力し、

県民が活用しています。

２ 石川県地域防災計画について
石川県防災会議並びに石川県防災会議幹事

会には本会からも委員として出席し、本会の

意見を反映させるとともに、防災計画が適正

に推進されるよう努力しています。

３ 石川県防災総合訓練への協力
１１月２日（日）、加賀地方では、未明から明
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け方にかけて線状降水帯が形成・維持され、

急激な降雨が発生。気象庁から「顕著な大雨

に関する情報」が発表されたことから、県で

は災害対策本部を設置。

こうした中、午前８時頃、邑知潟断層帯を

震源とするマグニチュード７．６の地震が発生

し、かほく市で震度７を観測した。

この地震により甚大な人的・物的被害が生

じたほか、土砂災害が発生し、道路が寸断さ

れたことにより、孤立集落が発生したとの想

定で行われました。

この訓練には、河北郡市医師会並びに本会

が参加しています。

４ 石川県原子力防災訓練への協力
１１月２４日（月・祝）に、志賀町で震度７の地

震が発生し、志賀原子力発電所２号機におい

て、原子炉が自動停止するとともに外部電源

を喪失。その後、高圧で原子炉へ注水するた

めの手段が喪失。その後、低圧での注水もで

きなくなり、高圧系・低圧系の全ての注水機

能を喪失したため、全面緊急事態となる。

事態がさらに進展し、放射性物質が放出さ

れ、その影響が発電所周辺地域に及ぶと想定

した訓練が行われました。

５ 能登空港の航空機消火救難総合訓練への協
力
７月１０日（木）午後１時から能登空港除雪車

庫２階で公立松任石川中央病院の村上健一先

生からトリアージについて研修があり、午後

２時３０分から標記の訓練が開催された。

この訓練には、能登北部医師会並びに本会

が参加しています。

６ 石川県メディカルコントロール協議会
石川県メディカルコントロール協議会には

本会からも委員として出席しています。

７ 日本医師会、中部各県医師会との連携
⑴ 日本医師会との連携
JMAT研修への参加
①統括編
２月１５日（日）午前９時から午後４時３０分

まで研修が行われ、日本医師会館へ１名、

Zoomを用いて本会から１名参加しました。

⑵ 中部医師会連合との連携
中部医師会連合災害医療担当理事連絡協議会

１１月１５日（土）（名古屋市）

①能登半島地震の経験から高齢者災害医療

の問題点やその解決策を考える

②JRATとの連携について

８ 都道府県災害医療コーディネーター研修へ
の参加
９月１９日（金）～１０月１８日（土）までオンデマ

ンド配信、１０月１９日（日）９時１５分～１６時３５分

まで日本医師会館で集合研修が行われ、本会

から１名参加しました。

９ 石川県災害医療コーディネート研修への参
加
１２月７日（日）９時３０分～１７時３０分まで石川

県地場産業振興センター本館３階第４研修室

で研修が行われました。１郡市医師会１名参

加しました。

１０ 災害医療対策委員会 １２月１０日（水）

⑴能登空港航空機事故総合消火救難訓練につ

いて

⑵石川県防災総合訓練について

⑶石川県原子力防災訓練について

⑷会員の安否確認システムについて

⑸各郡市医師会と各市町との災害協定につい

て

⑹日本医師会救急災害医療対策委員会―

JMAT要綱の改定について
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⑺その他

１１ 能登半島地震記録誌編集委員会（WEB会
議）
①後世に役立つもの（能登半島地震において

県医師会の動きがほぼ網羅されている歴史

的資料）②今後の発災に備え、被災県の医

師会に参考になるもの（不幸にして発災県

となった場合のバイブル）をテーマに能登

半島地震記録誌を編纂するため委員会を開

催しました。

第８回 ５月１９日（月）１９：００～

第９回 ７月７日（月）１９：００～

第１０回 メール開催

第１１回 ２月２日（月）１９：００～

広報情報部

１ 石川医報の充実と医報編集委員会の開催
⑴ 毎月１回発行
毎月１回発行（１６日。ただし、１月は「新

春炉辺寸談」を発行するため２回発行）し、

会員及び関係機関へ配布しています。

⑵ 編集検討委員会の開催（１回）
２ 県民対象のPR活動並びに郡市医師会広報
活動への助成
○金沢市医師会発行「金沢市医師会だより」

○加賀市医師会発行「加賀市医師会報」

○白山ののいち医師会発行「白山ののいち医

師会会誌」

○河北郡市医師会発行「わかば会誌」

○七尾市医師会発行「メディカルサロンなな

お」

３ 都道府県医師会広報担当理事連絡協議会
４月１７日（木）

⑴ 報告「日本医師会の広報活動と今後の方

向性について」

日本医師会常任理事 黒瀨 巌

⑵ 報告「SNSの活用に関するアンケート

結果について」

日本医師会広報委員会委員長

大阪府医師会副会長 阪本 栄

⑶ 都道府県医師会のSNSを活用した取り

組み発表

①京都府医師会「研修医・若手医師との『つ

ながり』」

日本医師会広報委員

京都府医師会理事 田村 耕一

②沖縄県医師会「沖縄県の小児救急適正受

診の一助～LINE×AI チャットボットを
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活用した＃８０００LINEアカウントの開設

～」

沖縄県医師会理事 當間 隆也

⑷ 質疑応答

４ 日本医師会医療情報システム協議会
３月７日（土）、８日（日）

主催：日本医師会

メインテーマ：「医療DX新時代～現状の課

題と未来の展望～」

会場：日本医師会大講堂＋オンライン

参加者数：２日間延べ９４４名（現地３２０名、Web

６２４名）

（一日目）

協議会事前セッション

サイバー攻撃・ネット上の悪質な書込み対

策最新情報

①HPKI の最新の動き

日本医師会総合政策研究機構主任研究

員

電子認証センターシステム開発研究部

門長 矢野 一博

②日本医師会ペイシェントハラスメント・

ネット上の悪質な書込み相談窓口の運用

状況について

日本医師会情報システム課係長

遠藤 和也

③なぜ王道の対策は通用しないのか？AI

時代の脅威を打破する「まず検討すべ

き」思考法

株式会社Blue Planet‐works 取締役上

席セキュリティアドバイザー

鴫原 祐輔

⑴ 医療DX－厚生労働省からの現状報告と

日本医師会の考え

①国が推進する医療DX－標準型電子カル

テ進捗状況

厚生労働省医政局参事官（医療情報担

当）

木下 栄作

②オンライン資格確認（マイナ保険証と医

療DX）について

厚生労働省医療介護連携政策課長（医

政局、老健局併任） 山田 章平

③電子処方箋について

厚生労働省大臣官房総務課企画官（医

薬局併任）兼電子処方箋サービス推進

室長 徳弘 雅世

④診療報酬改定DXについて

厚生労働省保険局医療介護連携政策課

推進官

保険局診療報酬改定DX推進室室長代

理補 島添 悟亨

⑤国が推進する医療DXに対する日本医師

会の考えと取り組み

日本医師会常任理事 長島 公之

（二日目）

⑵ 地域医療情報連携ネットワークの現状の

課題と未来の展望

①医療DXの全国医療情報プラットフォー

ムと地域医療情報連携ネットワーク

日本医師会常任理事 長島 公之

②ひろしま医療情報ネットワーク（HMネ

ット）：生き残りを懸けた試み－AI 胸

部 X線画像診断支援システムの共同利

用など－

広島県医師会常任理事 藤川 光一

③地域医療情報連携ネットワークの新しい

使い方

東北大学病院医療データ利活用センタ

ー長
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東北大学災害科学国際研究所教授

藤井 進

④しまね医療情報ネットワーク（まめネッ

ト）

NPOしまね医療情報ネットワーク協

会副理事長

島根県立中央病院病院長 小阪 真二

⑤HumanBridge が実現する地域医療と地

域連携システム構想～医療DXと持続可

能な医療へ～

富士通 Japan 株式会社ヘルスケア事業

本部第二ヘルスケアソリューション事

業部シニアディレクター 柳原 毅志

⑥庄内地域における地連ネットワーク

日本海総合病院病院統括医療監

地方独立行政法人山形県・酒田市病院

機構理事長 島貫 隆夫

⑦全国医療情報プラットフォームとの役割

分担～ユニオン連携の深化と「全国 ID‐

Link EHR」

株式会社エスイーシー取締役情報処理

事業本部本部長 伊藤 龍史

⑶ オンライン診療と遠隔医療－現状の課題

と未来の展望

①医療法改正－オンライン診療

厚生労働省医政局総務課保健医療技術

調整官 九十九 悠太

②オンライン診療の現状～休日診療所・郵

便局等でどう活用するか～

山口県立総合医療センターへき地医療

支援センター診療部長 原田 昌範

③D to P with N 型オンライン診療の現状

と近未来に向けた取り組み

仙台市医師会会長 安藤 健二郎

④遠隔 ICUの社会実装における診療報酬

の課題とAI による機能拡張

横浜市立大学附属病院集中治療部部長

高木 俊介

⑤遠隔手術の実用化に向けての展望と課題

弘前大学医学部附属病院消化器外科

准教授 諸橋 一
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保健医療部

１ 特定健診・特定保健指導事業への対応
平成２０年から実施されている特定健診・特

定保健指導事業に関わる様々な問題について、

関係団体と連携を図りながら対応しています。

⑴ 受診率向上体制整備検討会
特定健診・保健指導の見直しにより、診療

における検査データを本人同意のもとで特定

健診データとして活用するルールが整備され

たことから、保険者とかかりつけ医の連携に

よる治療中患者の特定健診への勧奨、並びに

診療における検査データを特定健診データと

して活用する仕組みの運用について検討を行

いました。

第１回 １０月２０日（月）

第２回 １月９日（金）

⑵ 特定健診・特定保健指導従事者研修会
県民の健康保持の観点から石川県、石川県

保険者協議会など関係団体と連携を図りなが

ら研修会受講者に対して、石川県健康福祉部

長、石川県医師会長、石川県保険者協議会長

の３者連名による「修了証」を発行していま

す。

⑶ 特定健診に関わる代表保険者との打合せ会
特定健診集合契約に関わる健診項目や健診

単価、健診実施時期などの問題について、健

康保険組合連合会等との打合せ会を行ってい

ます。

また、代表保険者の健康保険組合と集合契

約（金沢市医師会は別途契約）を結んでいま

すが、石川県医師国民健康保険組合について

は、他の医療保険者と契約内容に違いがある

ため、別途に契約をしています。

２ けんしん事業並びにがん検診の推進
⑴ 石川県生活習慣病検診等管理指導協議会と
の連携
本会から、本協議会並びに循環器疾患等部

会、胃がん部会、子宮頸がん部会、肺がん部

会、乳がん部会、大腸がん部会、がん登録・

評価等部会の各部会に委員が出席しています。

⑵ がん検診従事者講習会
乳がん検診等における精度管理の向上を目

的とした、がん検診従事者講習会を開催しま

した。（１５ページに掲載）

⑶ 石川県がん情報管理事業
本事業は、平成２８年１月１日に全国がん登

録が法制化され実施しています。

なお、本年度の「石川県悪性新生物患者届

出票」の件数は１５，３６８件です。

また、登録施設を対象に全国がん登録の届

出手順等に関する研修会を開催しました。（１４

ページに掲載）

⑷ がん検診受診率調査事業
職域等におけるがん検診受診者数を把握し、

がん検診受診率向上対策の基礎資料とするた

め、令和６年４月１日～令和７年３月３１日に

医療機関で実施した職域検診並びに個人によ

るがん検診受診者数を調査しました。

３ 母体保護法対策
⑴ 母体保護法指定医師に関する事項
会員から申請のある度に母体保護法指定医

審査委員会に諮り、理事会で協議のうえ、指

定しています。

指定状況は次のとおりです。

指定 ９名

辞退 １０名

令和８年３月３１日現在 ６６名

⑵ 家族計画・母体保護法指導者講習会
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１２月６日（土）

テーマ「多様化する社会の中で母体保護法指

定医師が考えるべきこと」

①経口妊娠中絶薬の適正使用を確実に進めて

いくために

日本産婦人科医会常務理事

医療法人社団こうかん会日本鋼管病院

婦人科部長 石谷 健

②母体保護法をめぐる最近の話題について

日本医師会常任理事 濵口 欣也

③母子保健行政の最近の動向

こども家庭庁成育局母子保健課長

田中 彰子

⑶ 母体保護法指定医師研修会（専門医共通講
習会） （１８ページに掲載）

⑷ 母体保護法指定医師研修会
１１月及び令和８年３月に開催された石川県

産婦人科医会学術研修会を指定医師必須研修

会として次のとおり実施しました。

第１回 １１月９日（日）参加人数４１名

「新生児のケア・アップデート」

石川県立中央病院総合母子医療センタ

ー新生児科 北野 裕之

「中高年女性のケア・アップデート」

金沢医科大学産科婦人科学助教

佐伯 吉彦

第２回 ３月８日（日）参加人数５４名

「口唇裂・口蓋裂治療の集学的アプローチ

～専門センターの役割～」

金沢医科大学形成外科准教授

岸邊 美幸

「新規産婦人科手術のサステナビリティを

検証する ロボット or ラパロ？」

金沢医科大学産科婦人科学教授

高倉 正博

「子宮頸がん検診の最近の話題」

金沢市立病院産婦人科科長

石川県産婦人科医会常任理事

金谷 太郎

４ 共同利用施設担当理事連絡協議会の開催
臨床検査センター並びに訪問看護ステーシ

ョンなど医師会立共同利用施設の健全な運営

を図るため、次のとおり協議会が開催され、

担当理事が出席しています。

中部医師会連合共同利用施設連絡協議会
１１月３日（月・祝）（名古屋市）

①基調講演「これからの医療と医師会共同利

用施設」

日本医師会常任理事 黒瀨 巌

②シンポジウム「パンデミック後の共同利用

施設の将来像」

＜石川県＞「パンデミック後の石川県医師

会臨床検査センターの運営方針」

石川県医師会理事 齊藤 典才

③総括

５ 看護師等対策
石川県健康福祉部や石川県看護協会等関係

機関と密接な連携を図りながら、看護職に関

する様々な問題について協議すると共に、国

や県に対し看護職員の養成・確保を強く働き

かけています。

なお、石川県ナースセンター運営委員会等

各種委員会に本会の担当理事が出席し、意見

を反映させています。

その他、日本医師会から看護職養成に関す

る調査や医師会立看護師、准看護師学校の入

学状況調査に協力しています。

⑴ 看護師等養成への助成
加賀看護学校、小松准看護学院、七尾看護

専門学校に助成しました。
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⑵ 医師会立看護師等養成所会議（都道府県医
師会医療関係者担当理事連絡協議会）

５月１６日（金）

①医師会立看護学校の存亡

群馬県医師会長

日本医師会医療関係者検討委員会委員

長 須藤 英仁

②看護学校におけるパワハラ問題について

日本看護学校協議会会長 水方 智子

③医師会立看護師等養成所の事例報告

泉佐野泉南医師会看護専門学校

学校長 野上 浩實

教務主任 上野 雅子

④福井県「看護師等学生確保重点支援事業」

について

福井県医師会会長 池端 幸彦

６ 花粉症対策事業
第１回 ５月１５日（木）

①令和７年のスギ・ヒノキ花粉測定結果につ

いて

②令和７年のイネ科花粉測定について

第２回 ６月１０日（火）

①令和７年イネ科花粉測定結果について

②来年のスギ・ヒノキ花粉測定開始日（案）

について

③来年のイネ科花粉測定開始日（案）につい

て

④次回委員会の開催について

第３回 １月１５日（木）

①令和８年度花粉測定事業計画（案）につい

て

②今年のスギ花粉の飛散予想について

③ホームページの原稿について

④次回委員会の開催について

７ 感染症並びにインフルエンザ等への対応

感染症、食中毒並びに麻しん等の患者が発

生した場合には、その都度本会ホームページ

を更新し公開しています。

⑴ 新型インフルエンザ対策
会員に少しでも早く新しい情報をお知らせ

するため、石川県健康福祉部、日本医師会並

びに郡市医師会と密接な連携を図りながら対

応しています。

また、インフルエンザ患者の集団発生状況

については、その都度、本会ホームページを

更新し公開しています。

新型インフルエンザ対策事業
新型インフルエンザ対策として新型インフ

ルエンザ等研修会を開催しました。（１４ペー

ジに掲載）

⑵ 都道府県医師会予防接種担当理事連絡協議
会 １２月１日（月）
①予防接種事務のデジタル化について

厚生労働省健康・生活衛生局感染症対策

部予防接種課

②質疑応答

⑶ 石川県風しん抗体検査普及啓発事業
風しん対策研修会を開催しました。（１６ペ

ージに掲載）

⑷ 石川県獣医師会との協力
本会及び石川県獣医師会との間で学術協力

の推進に関する協定を締結し、合同で研修会

を開催しました。（１２ページに掲載）

８ 石川県小児救急電話相談協議会運営事業
石川県が民間の電話相談会社に委託し、午

後６時から翌朝８時まで実施している「小児

救急電話相談」について、石川県から委託を

受け、その事業の評価、体制の在り方の検討

を行う「小児救急電話相談協議会」を開催し

ています。
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少子化対策委員会 １１月２８日（金）

①小児救急電話相談事業報告について

②パンフレット「こどもの救急」について

９ 肝疾患診療体制整備事業
肝炎は、自覚症状に乏しく、長期間放置し

ていると、肝硬変や肝がんを引き起こす危険

性があるため、肝炎ウイルス感染者が、適切

な治療や経過観察を長期間にわたり継続し、

肝硬変や肝がんの発生を予防できるよう、肝

疾患診療連携拠点病院及び専門医療機関の診

療体制を整備するとともに、県内の肝疾患診

療体制の普及啓発を図るため、医療従事者研

修会の開催や治療中断防止事業を実施してい

ます。

⑴ 肝炎対策検討委員会 １０月１日（水）

①令和７年度肝疾患診療体制整備事業の実施

について

②石川県における肝炎対策の現状と課題

③肝炎研修会の開催について

④肝疾患診療支援リーフレットの作成・配布

について

⑵ 肝炎研修会
感染者が適切な医療を継続して受けられる

よう、拠点病院及び専門医療機関の診療体制

を整備し、かかりつけ医との連携を推進する

ことを目的に研修会を開催しました。（１４ペ

ージに掲載）

１０ 禁煙支援等普及事業
タバコは、がんや虚血性心疾患、脳血管疾

患等の生活習慣病ばかりでなく、低体重児の

出生や乳幼児突然死症候群（SIDS）等の発

症に大きく関与していることから、県民をタ

バコの害から守ることが必要です。また、受

動喫煙の機会として職場や家庭が多いことか

ら、特に働く世代への喫煙対策が必要です。

このため、広く県民に対し、タバコの健康

への影響についての普及啓発や禁煙のサポー

トを実施するとともに、大学・企業等との連

携による受動喫煙防止教育や禁煙支援等の体

制整備を行うため、下記の事業を実施しまし

た。

⑴ タバコ対策講演会
①禁煙フォーラム石川２０２５（Web）

６月５日（木）参加人数２６名

講演「たばこと健康～これまで知らなかっ

たスポーツや骨関節への影響～」

特定医療法人社団勝木会理事長

勝木 保夫

講演「たばこの多様性 ～新型たばこのリ

スクと受動喫煙～」

医療法人社団長尾医院理事長

長尾 信

②県民公開講座「タバコについて考えるフォ
ーラム in かが」（Web）

３月１３日（金）参加人数２９名

講演「たばこの多様性 ～新型たばこのリ

スクと受動喫煙～」

医療法人社団長尾医院院長

長尾 信

報告「能美市の取り組みについて」

⑵ いしかわの大学等無煙化推進事業
若年者の喫煙防止や受動喫煙防止対策の推

進を支援するため、タバコに関する講演会を

開催しました。

① 北陸学院大学短期大学部

１１月２０日（木）参加人数３５名

「まだまだ怖いタバコの正体」

石川県医師会理事 安井 正英

⑶ 働く世代への禁煙支援事業
２月１２日（木）参加８事業所
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働く世代を対象とした禁煙支援や受動喫煙

防止対策の普及啓発を行うため、県内の事業

所等を対象としたセミナーを開催しました。

「まだまだ怖いタバコの正体」

石川県医師会理事 安井 正英

１１ アスベスト健康被害対策事業
建物建材として長く使用されてきたアスベ

スト（石綿）のばく露によって生じる中皮腫

等のアスベスト関連疾患は、発症まで長い潜

伏期間を要するため、相当数存在していると

推測されます。このため、アスベスト関連疾

患の早期発見・診断を適切に行うための知識

の普及と、最新情報の提供を目的として、下

記の研修会を開催しました。

日医認定産業医研修会（じん肺診断）

９月１３日（土）

１２ 周産期医療関係者研修事業
周産期医療関連施設等の医師、助産師、看

護師等を対象に、周産期医療において必要な

専門的・基礎的知識及び技術を習得させるこ

とにより、周産期医療関係者としての資質の

向上を図ると共に、周産期医療体制の推進を

図ることを目的とした事業を実施しました。

⑴ 周産期・母子保健研修会（１２ページに掲載）
⑵ 新生児心肺蘇生法講習会
第１回 スキルアップ（S）コース

４月２７日（日）AM

第２回 スキルアップ（S）コース

４月２７日（日）PM

第３回 専門（A）コース ５月１０日（土）

第４回 スキルアップ（S）コース

９月２８日（日）

第５回 専門（A）コース １２月２０日（土）

第６回 スキルアップ（S）コース

１月３１日（土）AM

第７回 スキルアップ（S）コース

１月３１日（土）PM

１３ 新生児マス・スクリーニング検査等体制整
備事業
新生児マス・スクリーニング検査等の実施

にあたり、検査や医療の技術指導、検査の普

及啓発、陽性児の事後フォロー等の推進を図

ることを目的とした事業を実施しました。

⑴ 新生児マス・スクリーニング検査等対策委
員会 １月２２日（木）

①令和６年度マス・スクリーニング検査の実

施状況について

②石川県先天性代謝異常等スクリーニング検

査事業実施要綱の改正について

③マス・スクリーニング検査・治療に関する

研修会について

⑵ 新生児マス・スクリーニング研修会
（１６ページに掲載）

１４ うつ・依存症等対応研修事業
うつ病及びアルコールや薬物等の依存症に

おける患者の早期発見、早期治療に努めると

ともに、医療現場における自殺防止ゲートキ

ーパーの養成を図ることを目的として、かか

りつけ医をはじめとした医療従事者向けに研

修会・事例検討会等を開催しました。（１５ペ

ージに掲載）

研修企画委員会 ９月２９日（月）

①令和６年度実施状況について

②令和７年度計画について

１５ いしかわ糖尿病重症化予防ネットワーク事
業
県民が糖尿病に関する正しい知識を得て、

糖尿病及び合併症の発現を防ぐことができる

よう普及啓発を図るとともに、患者が適切な

医療を受けられるよう地域医療体制の整備を
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図ることを目的とした事業を実施しました。

⑴ 糖尿病対策推進会議
第１回 ６月１６日（月）

①ワーキンググループからの報告

②ワーキンググループの今後の進め方につ

いて

③いしかわ糖尿病重症化予防ネットワーク

事業の県栄養士会の事業について

④加賀市令和６年度第１回糖尿病症例検討

会について

⑤CKD対策について

第２回 ９月３０日（火）

①ワーキンググループからの報告

②糖尿病重症化予防ネットワーク事業費補

助金のいしかわCDE研究会の申請につ

いて

③糖尿病重症化予防ネットワーク事業費補

助金の組み換えについて

④いしかわ糖尿病性腎症重症化予防プログ

ラム改定について

⑤CKD医療連携について

第３回 ２月３日（火）

①ワーキンググループからの報告

②石川糖尿病連携医・石川糖尿病療養指導

士認定者数について

③糖尿病の紹介・連携基準について

④いしかわ糖尿病性腎症重症化予防プログ

ラムの改定について

⑤令和７年度糖尿病対策成果発表会の開催

について

⑥糖尿病重症化予防ネットワーク事業補助

金について

⑦糖尿病治療基本アルゴリズムの活用状況

について

⑧石川県後期高齢者の糖尿病性腎症重症化

予防対策の方向性について

⑵ ワーキンググループ
①「ホームページ」

第１回 ６月１１日（水）

第２回 ８月２０日（水）

第３回 １０月２２日（水）

第４回 １２月３日（水）

第５回 ２月４日（水）

②「県民フォーラム、糖尿病週間」

第１回 ６月１３日（金）

第２回 ９月２９日（月）

第３回 １１月５日（水）

③「治療ガイド」

第１回 ７月３１日（木）

④「医療連携」

第１回 １月２３日（金）

⑤「遠隔診療」

第１回 ５月１２日（月）

第２回 ６月１１日（水）

第３回 ８月１８日（月）

第４回 ９月１７日（水）

第５回 ２月３日（火）

第６回 ３月２３日（月）

⑶ 世界糖尿病デー（ライトアップ）
糖尿病の予防と治療への理解を深めるため

に、国際連合で採択された１１月１４日の「世界

糖尿病デー」に合わせて、１１月７日（金）～１６

日（日）まで石川県と本会が共催し下記のとお

りブルーにライトアップしました。

①１１月７日（金）～１６日（日）日没～２２時

・金沢城公園石川門

・石川県政記念しいのき迎賓館

・金沢駅鼓門

②１１月１３日（木）～１５日（土）日没～２０時

・金沢港クルーズターミナル
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⑷ 県民フォーラム １１月９日（日）

①講演会

演題１「二人主治医制を知って、うまく活

用しよう」

ながい内科クリニック院長

永井 幸広

演題２「最新の治療方法を知って、トライ

できるか考えよう」

芳珠記念病院内科部長 臼倉 幹哉

②健康確認検査・測定・観察・相談

・血糖に関連

・要介護・虚弱傾向（フレイル）に関連

・専門家による相談

③実演相談・ケア

・足のトラブル・フットケア相談

④体験コーナー

・インターネットを用いた糖尿病相談（遠

隔診療の体験）

⑷ 県民フォーラム Web配信版
配信期間：１１月１０日（月）～１１月１６日（日）

①快適に動く身体を作りませんか？

片田 圭一

②訪問薬剤指導 中川 友之

③不足しがちな高齢者の食事 室塚 登紀子

④糖尿病“困った”時に使える社会資源

松多 岳史

柳 美知代

１６ かかりつけ医機能報告制度
⑴ かかりつけ医機能報告制度説明会

３月１２日（木）

①かかりつけ医機能報告について

日本医師会常任理事 城守 国斗

②かかりつけ医機能報告における「院内掲

示による公表」の修正手順等について

厚生労働省医政局総務課

保健医療技術調整官 九十九 悠太

係長 北村 直良

⑵ かかりつけ医機能報告制度説明会
３月２７日（金）参加人数１７７名

①かかりつけ医機能報告制度の要点について

石川県医師会理事 長尾 信

②石川県からのご連絡

石川県健康福祉部地域医療政策課
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勤務医部

勤務医が抱える諸問題、女性医師のキャリア

形成と就業継続支援、臨床研修医支援について、

勤務医活動推進委員会並びに女性医師支援委員

会、臨床研修医支援ワーキンググループ等を開

催し検討しています。

１ 勤務医活動推進委員会並びに女性医師支援
委員会 ８月２７日（水）

⑴ 令和６年度事業報告及び令和７年度事業

計画について

⑵ 勤務医フォーラムについて

⑶ 勤務医部総会及び病診連携の集いについ

て

２ 勤務医フォーラム（金沢市医師会共催）
１２月２日（火）参加人数５７名

テーマ「新しい地域医療構想と勤務医の未来」

講演「新たな地域医療構想、かかりつけ医など

の医療を取り巻く施策や病院の経営悪化の現

状と今後の方向性」

奈良県立医科大学公衆衛生学講座教授

今村 知明

３ 第３３回総会・病診連携の集い
２月７日（土）参加人数４９名

⑴ 総会

①令和７年度事業中間報告並びに会計中間

報告

②令和８年度事業計画（案）並びに収支予

算（案）

⑵ 病診連携の集い（金沢市医師会共催）

テーマ「心不全地域医療連携パス～その他

のパスに広げるために～」

「心不全において必要とされる地域医療を

考える」

金沢大学附属病院循環器内科助教

下島 正也

「心不全地域連携パスの意義～心不全診療

を『一人で抱え込まない』ために～」

金沢市立病院循環器内科科長

村井 久純

「ご本人の希望どおり最期ご自宅で過ごす

ことができた末期心不全症例 石川県心

不全地域連携パス・手帳の有用性」

サードベース診療所院長 野口 晃

４ 都道府県医師会勤務医担当理事連絡協議会
５月２３日（金）

⑴ 全国医師会勤務医部会連絡協議会につい

て

⑵ 医師偏在対策について

日本医師会常任理事 今村 英仁

⑶ 医師会と大学との協働について

大分大学医学部医師会会長

猪股 雅史

５ 全国医師会勤務医部会連絡協議会
１１月８日（土）（盛岡市）

日本医師会主催、岩手県医師会担当により

「勤務医が生き生きと活躍できる場を作る～

混沌を成長の機会に～」をメインテーマに全

国医師会勤務医部会連絡協議会が開催されま

した。

⑴ 特別講演Ⅰ「日本医師会における勤務医

支援に向けた取り組み」

日本医師会会長 松本 吉郎

⑵ 特別講演Ⅱ「南部美人の挑戦－混沌とし

た時代を切り開く－」

株式会社南部美人五代目蔵元代表取締

役社長 久慈 浩介

⑶ 報告「日本医師会勤務医委員会報告」

日本医師会勤務医委員会委員長
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一宮 仁

⑷ 特別講演Ⅲ「新型コロナウイルス感染症

と今後の日本の医療」

国際医療福祉大学学長 鈴木 康裕

⑸ シンポジウム「人口減少時代に活躍する

勤務医」

①研修医教育：「岩手の臨床研修医教育（い

わてイーハトーヴ臨床研修病院群の取り

組み）」

いわてイーハトーヴ臨床研修病院群

WG代表

岩手医科大学医学部総合診療医学講座

講師 米田 真也

②総合診療：「目標伝達、勤務環境整備、

総合的に診る教育とチーム医療、地域活

動で、医師の活躍を支える」

あがの市民病院病院長 藤森 勝也

③医療DX：「医療DX－地域医療連携シ

ステムの経験から」

東北大学大学院医学系研究科医学情報

学分野教授 中山 雅晴

④女性医：「憧れるのをやめましょう～混

沌の先に居場所があった～」

岩手県立中央病院総合診療科

住吉 明子

⑤岩手県：「人口減少を迎える地域で」

岩手県立病院院長会会長

岩手県立釜石病院院長 坂下 伸夫

⑹ 全体ディスカッション

⑺ いわて宣言採択

６ 中部医師会連合勤務医担当理事連絡協議会
１１月１５日（土）（名古屋市）

愛知県医師会の主務担当により中部医師会連

合勤務医担当理事連絡協議会が開催されまし

た。

⑴ 働き方改革施行から現在までの各県にお

ける現状と課題について

⑵ 各県における卒後５年会員（会費無料）

の入会数について

⑶ 日本医師会勤務医委員会への意見、要望

について

⑷「勤務医の医師会活動へのさらなる参画」

に対する意見、要望について

７ 第１９回男女共同参画フォーラム
５月１７日（土）（郡山市）

日本医師会主催、福島県医師会担当により

「ダイバーシティを踏まえたキャリア支援」

をメインテーマに男女共同参画フォーラムが

開催されました。

⑴ 基調講演①「日本酒は故郷の誇り～福島

市唯一の造り酒屋を守りたい」

金水晶酒造株式会社四代目蔵元取締役

会長 斎藤 美幸

⑵ 基調講演②「女性医師のキャリア形成に

壁はあるか」

藤田医科大学ばんたね病院脳神経外科

学教授 加藤 庸子

⑶ 日本医師会男女共同参画委員会報告

日本医師会男女共同参画委員会委員長

小泉 ひろみ

⑷ 日本医師会女性医師支援センター事業報

告

日本医師会常任理事 松岡 かおり

⑸ シンポジウム

①福島県が取り組む地域医療と若手医師の

キャリア支援

福島県保健福祉部医療人材対策室長

新妻 崇永

②「チーム医療はチーム育児へ」～同じ診

療科で働く夫婦医師が共に育児休暇を取
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得した病院の取り組みと新制度活用の意

義～

社団医療法人養生会かしま病院診療部

長 中山 文枝

③人生の終わりに『ありがとう！幸せでし

た！』と想い合える生き方を探して～５

人の子供と男性育休、地方（福島）移住

で得た宝もの～

大原綜合病院脳神経外科部長

岩楯 兼尚

⑹ 総合討論

８ 女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブ
ロック会議 １１月１６日（日）（名古屋市）

ドクターバンク事業における各都道府県医

師会とのさらなる連携強化を目的とするため、

本会主催により開催されました。

⑴ 日本医師会ドクターサポートセンターか

らの報告

⑵ 各県における取組・報告（医師バンク・

女性医師支援について）

⑶ 情報交換および問題提起（日本医師会が

実施する医師偏在是正に向けた全国広域マ

ッチング事業に対して期待すること）

９ 女性医師就業継続支援事業
石川県からの委託を受けて、女性医師が結

婚、出産、育児等で離職せず引き続き勤務を

続けられるよう、女性医師の就業継続及びそ

の勤務環境の改善に寄与することを目的とし

た事業を実施しました。

⑴ 石川県女性医師支援センター運営委員会並
びにコーディネーター連絡会 ６月３日（火）

①令和６年度活動実績報告について

②令和７年度事業計画について

③金沢大学医薬保健学域医学類総括講義及び

金沢医科大学医学部臨床講義の参加につい

て

④女性医師支援セミナーの開催について

⑤ベビーシッターの費用補助について

⑥女性医師支援・ドクターバンク連携中部ブ

ロック会議の開催について

⑵ 女性医師勤務状況調査の実施
女性医師メンターを配置している１５病院を

対象に、女性医師数及び勤務状況の調査を行

いました。

⑶ メンター活動報告会
日頃のメンター活動を中心に問題点や課題

について、コーディネーターと意見交換を行

いました。

１１月９日（日） 出席者１６名

１２月１３日（土） 出席者６名

⑷ 女性医師支援セミナー・講義等
目指すべきロールモデルや院内の勤務環境

改善の先進事例を紹介する女性医師支援セミ

ナーを開催しました。

金沢大学医薬保健学域医学類総括講義
９月８日（月）受講者１０２名

「たたきあげ臨床家から臨床医のススメ

ある内科総合医～ホスピタリスト～救急医

～臨床教育者より～」

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院

救命救急センター副センター長

聖マリアンナ医科大学救急医学教授

北野 夕佳

金沢医科大学医学部臨床講義
１０月２４日（金）受講者９５名

テーマ「働き方改革運用開始後、これから

のキャリア形成の未来予想図の描き方」

①基調講演「女性医師のワークライフバラ

ンス～これまでとこれから～」

石川県女性医師支援センターコーディ
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ネーター 轟 千栄子

②特別講演「産婦人科専門医としてのキャ

リア形成・これからの未来医療ビジョン

について」

国立成育医療研究センター女性の健康

総合センター長 小宮ひろみ

③「“続ける力”がキャリアをつくる―働

き方改革と腎臓内科―」

金沢医科大学腎臓内科学 藤井 愛

④「夫婦で働く心臓血管外科学での１週間

（子どもと過ごす鍵）」

金沢医科大学心臓血管外科学

宮澤 友貴

金沢大学第１２回ワーク・ライフ・マネジメン
トセミナー ２月２８日（土）参加者２７名

①講演「救急・総合内科医×親業～どちら

も諦めない具体的・実現可能な方法をシ

ェアします～」

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院

救命救急センター副センター長

聖マリアンナ医科大学救急医学教授

北野 夕佳

②懇談会

⑸ 石川県女性医師支援センターのパンフレッ
ト更新及び配布
女性医師支援センターのパンフレットを更

新し、県内施設等へ配布しました。

⑹ 相談事業・情報提供事業
メンターが自院において後輩女性医師から

の相談や助言を行い、また、セミナーの開催

案内等の情報提供を行いました。

１０ 第１０回いしかわ研修医合同オリエンテーシ
ョン（石川県、石川県医師会、石川県臨床研
修推進協議会主催）

４月３日（木）参加人数１３９名

県内において研修する臨床研修医が、質の

高い、充実した研修を受けられるよう、様々

な形で支援することを目的としてオリエンテ

ーションを開催しました。

⑴ 講義

①「高度医療人材養成について」

金沢大学医薬保健学域医学系長兼医学

類長 山本 靖彦

②「医師会ってなんだ！？～医療は制度で

動いている！～」

石川県医師会理事 齊藤 典才

③「若手医師のキャリア形成支援につい

て」

石川県臨床研修推進協議会

金沢医療センター教育研修部長

西島 千博

⑵ 活動報告「研修医が自ら企画・立案する

活動について」

石川県研修医の会研修医 波田 真吾

⑶ 研修医の紹介（各研修病院）

⑷ 研修開始宣言

１１ 臨床研修医支援ワーキンググループの開催
研修医自らが企画・立案する取組等を支援

するため委員会を開催しました。

第１回 ６月２３日（月）

①令和７年度臨床研修医支援WGの委員

について

②「石川県研修医の会」メーリングリスト

の登録状況について

③今年度の事業活動について

④石川医報「はばたけ！石川の研修医た

ち」コーナーについて

⑤研修医のMAMIS を使った入会手続き

の問題点について

第２回 １２月１６日（火）
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①第１０回石川県研修医学会について

②令和８年度いしかわ研修医合同オリエン

テーション（案）について

１２ 第１０回石川県研修医学会（石川県研修医の
会主催 石川県・石川県医師会・石川県病院
協会・石川県臨床研修推進協議会共催）

１月３１日（土）参加人数１２８名

研修医学会 テーマ「さらに１歩先へ」

⑴ 演題発表「研修中に経験した興味深い症

例の報告、災害医療等の経験」

初期研修医１３名

⑵ 特別講演「めまいを解剖する」

福井大学医学部附属病院救急科・総合

診療部教授 林 寛之

１３ 石川県研修医の会親睦会
１月３１日（土）参加人数７２名

⑴開会挨拶（研修医の代表 和田征路）

⑵挨拶・乾杯

⑵食事・歓談

⑶挨拶（林寛之先生）

⑷ビンゴ大会

⑸食事・歓談

⑹閉会挨拶

臨床検査センター部

令和７年度臨床検査等受託件数は、保険診療

分が前年度比１０６．２％、個別健診事業が同９９．７％、

その他健診事業が同９８．８％、全体では同１０１．２％

となりました。

保険診療分の検査等受託件数は、病理学的検

査の細胞診の受託件数が前年度を下回ったもの

の、民間検査会社の県内撤退等により、他の検

査分野の受託件数が前年度を上回ったため、合

計受託件数は増加しました。

個別健診の特定健診においては、前年度比

１００．３％となりました。地区別の受託件数に関

しては、金沢市、加賀市、白山ののいち、河北

郡市、羽咋郡市、七尾市、能登北部が増加しま

した。また大腸がん検診は珠洲市、志賀町、穴

水町で受託開始をしたこともあり、前年度比

１０１．５％と増加しました。子宮頸がん検診は前

年度比９２．５％と減少しました。

その他健診事業では、学校健診における心臓

検診・血液検査等の受診者数は、前年度比

９４．８％でした。加賀市住民健診（集団）の受診

者数は９９．１％でした。事業所健診（集団）の受

診者数は、前年度比１００．７％、事業所健診（個

別）におけるデータ処理数は、前年度比１１１．９％

と増加傾向が続いています。

１ 運営委員会
第１回 ５月１６日（金）

①令和６年度臨床検査センター部決算案

②営業活動報告

③令和７年度の主な案件・施策

第２回 ２月１６日（月）

①令和８年度臨床検査センター部予算案

②営業活動報告
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③令和７年度収入・支出中間報告

２ 事業推進会議
令和７年度は６人の担当理事を交え、事業

推進会議を４回開催しました。センター運営

状況、一般検査事業、個別健診事業の受託状

況等の報告・協議をいたしました。主な協議

事項と報告事項は以下の通りです。

①収入・支出報告

②前年度比事業収入月別比較

③令和元年度比（コロナ前）事業収入月別比

較

④前年度比郡市医師会別個別検診受託件数比

較

⑤令和元年度比（コロナ前）郡市医師会別個

別検診受託件数比較

⑥営業報告、各種取り組みの報告・協議

３ 課長会議
当検査センター内部で実施をする課長会議

を６回開催しました。①収入・支出報告・予

算案・決算案 ②各種案件進捗状況 ③営業

報告 ④検査機器導入検討 ⑤業務効率化の

ためのシステム対応等について協議・報告を

いたしました。

４ 職員研修
令和７年度職員研修は１３回開催し、その研

修内容は以下の通りです。

①AptimaHPV対策型検診における遺伝子

検査の活用と運用の課題（ホロジックジャパ

ン株式会社）②全自動免疫測定装置HISCL™

シリーズの紹介（検査課生化・免疫のみ）（シ

スメックス株式会社）③全自動免疫測定装置

HISCL‐５０００の紹介（シスメックス株式会

社）④精度管理の基礎について（株式会社シ

ノテスト）⑤病理検査の基礎（ライカ マイ

クロバイオシステムズ株式会社）⑥心不全マ

ーカーNT‐proBNPの基礎とトピックス（ロ

シュ・ダイアグノスティックス株式会社）⑦

血糖管理マーカーの使い分け（積水メディカ

ル株式会社）⑧尿沈渣分析装置オーションア

イAI‐４５１０の機能と運用事例の紹介（アーク

レイマーケティング株式会社）⑨CLSI の変

更点 CLSI M１００‐３５の変更点について（栄

研化学株式会社）⑩令和７年度（第６回）石

川県医師会臨床検査センター精度管理調査結

果報告会⑪令和７年度センター業況・施策に

ついて（前期分）⑫令和７年度センター業況

・施策について（後期分）⑬アサーティブコ

ミュニケーション研修（若手職員向け）

５ 臨床検査精度管理調査
⑴ 臨床検査精度管理調査委員会

６月９日（月）

報告事項

①令和６年度（第４８回）石川県医師会臨床検

査精度管理事業収支報告

②令和６年度標準化事業報告

③標準化サーベイアンケート調査報告

協議事項

①令和７年度（第４９回）石川県医師会臨床検

査精度管理調査の実施計画について

②標準化サーベイの今後の方向性について

③新規調査項目の導入について（案）

⑵ 臨床検査精度管理調査標準化小委員会
６月９日（月）

①令和７年度の取組みについて

②アンケート結果について

⑶ 臨床検査精度管理調査合同報告会
２月２３日（月・祝）

①臨床化学検査について

②血清学検査について

③微生物学検査について
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④血液学検査について

⑤病理学検査について

⑥特別講演「BNP測定の落とし穴と実践ポ

イント－心不全診療を支える力－」

金沢大学医学系循環器内科学准教授

金沢大学附属病院循環器内科

病院臨床教授 薄井 荘一郎

６ 子宮頸がん検診精度管理検討委員会
３月２４日（火）

①令和６年度市町別子宮頸がん検診（個別）

結果報告

②令和７年度金沢市すこやか検診子宮頸がん

検診（個別）結果報告

③子宮頸がん検診症例検討

７ 日本医師会臨床検査精度管理調査報告
令和７年度日本医師会臨床検査精度管理調

査は、全国で３，１４８施設が参加し、調査項目

は臨床化学一般・糖代謝・尿検査、酵素検査、

脂質検査、腫瘍マーカー、甲状腺マーカー・

感染症マーカー・リウマイド因子、血液検査

の５０項目を対象に精度管理調査が行われまし

た。当センターはこのうち４７項目に参加し、

参加項目修正点は９７．６点と良好な結果が得ら

れました。

医部・医会活動推進部

１ 産業医部
平成２６年度から産業保健推進センター事業、

地域産業保健事業、メンタルヘルス対策支援

事業が一元化されました。活動については、

石川産業保健総合支援センターと密接な連携

強化を図りながら対応しています。

産業医の研修については、産業保健活動の

一環として据え、産業医学振興財団と連携を

とり、同財団との委託契約により、①リフレ

ッシュ研修、②スキルアップ専門研修、③ス

キルアップ実地研修を行いました。

また、福井、富山の両県と連携し、日医認

定産業医の取得が得やすいよう北陸３県合同

による研修会を持ち回り形式で開催していま

す。

⑴ 第４６回産業保健活動推進全国会議
１０月２３日（木）

①中央情勢報告

②産業保健総合支援事業に関する活動事例報

告

・山口産業保健総合支援センターにおける

活動現況と今後の展望

・高岡地域産業保健センターについて、そ

してこれから

・那覇地域産業保健センターの活動につい

て

③シンポジウム

「高年齢労働者の労災対策」

・高年齢労働者の労働災害防止対策の現状

・エイジフレンドリーガイドライン

・高年齢労働者の安全と健康の確保につい

て
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④産業医需要供給実態調査事業に関する報告

⑵ 全国医師会産業医部会連絡協議会
７月３日（木）

①中央情勢報告

②シンポジウム

・学会の取り組み

産業医科大学教授

産業精神衛生研究会代表世話人

江口 尚

・産業保健関係団体の取り組み

日本精神科産業医協会代表理事

渡辺 洋一郎

・産業医研修会を通じた取り組み

千葉産業保健総合支援センター相談員

山内 直人

③最近の活動報告報告

「佐賀県医師会産業医部会の取り組み」

佐賀県医師会副会長 森永 幸二

⑶ 産業医研修会
北陸３県医師会合同産業保健（基礎・前期）
研修会 ５月１１日（日）参加人数４７名

①健康管理

コマツ健康増進センター理事

コマツクリニック院長 南 昌秀

②メンタルヘルス対策

石川産業保健総合支援センター産業保健

専門職 亀田 真紀

③総論

金沢医科大学名誉教授 森河 裕子

④作業環境管理

石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

リフレッシュ・スキルアップ研修
第１回 ６月２９日（日）参加人数１５１名

①新たな事業者による熱中症対策について

小林労働安全コンサルタント事務所代表

小林 隆夫

②環境汚染がもたらす肺疾患

東京理科大学生命医科学研究所炎症・免

疫難病制御部門教授 松島 綱治

③最近の労働衛生の動向について

石川労働局労働基準部健康安全課課長

宮田 玄彦

④健康診断後の事後措置について

石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

⑤職場における転倒防止対策

石川産業保健総合支援センター産業保健

専門職 亀田 真紀

第２回 １２月２１日（日）参加人数１３９名

①職場のメンタルヘルス対策における産業

医の関わり（発達障害の方の対応を含め

て）

産業医科大学産業医実務研修センター助

教 田口 要人

②職場巡視の視点とマスク（呼吸用保護

具）使用の留意点

高知大学医学部客員講師 飯田 裕貴子

③最近の労働衛生の動向について

石川労働局労働基準部健康安全課課長

宮田 玄彦

④開業産業医の実務

こすぎヘルスマネジメントオフィス代表

小杉 由起

⑤職場巡視から職場改善へ

石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

スキルアップ実地研修会
第１回 ８月２４日（日）参加人数３１名

「動画画像による模擬職場巡視研修」
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石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

城北病院健康支援センター所長

服部 真

第２回 ９月４日（木）参加人数３１名

「動画画像による模擬職場巡視研修」

石川県予防医学協会健診部長

田畑 正司

城北病院健康支援センター所長

服部 真

第３回 ９月１３日（土）参加人数７４名

「じん肺診査の現状と課題」

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科臨床

腫瘍学分野教授

長崎大学病院がん診療センター長、緩和

ケアセンター長、ゲノム診療センターが

んゲノム診療部門長 芦澤 和人

第４回 ２月８日（日）参加人数３８名

「じん肺や石綿関連疾患の胸部単純X線

などの読影、各種報告書や診断書の書き

方」

石川県立中央病院副院長 小林 健

２ 学校医部
石川県教育委員会及び石川県学校保健会に

協力し、各種委員会、各種行事に参加する他、

学校医に関する要望等を行っています。

また、（財）いしかわ結婚・子育て支援財

団との共催で、保育所嘱託医・幼稚園医等研

修会を開催しています。

⑴ 運営委員会 ９月２６日（金）

①令和６年度事業報告について

②第５６回全国学校保健・学校医大会について

③学校医報酬・ワクチン接種等アンケートに

ついて

④令和７年度事業計画（案）について

⑤令和７年度会費賦課徴収（案）について

⑥第６５回学校医研究発表会について

⑦学校心臓健診委員会について

⑧学校医部運営委員会メーリングリストの活

用について

⑵ 第２３回保育所嘱託医・幼稚園医等研修会
１２月１４日（日）

①「子どもの心の育ちと対応のポイント」

金城大学短期大学部幼児教育学科

教授 米川 祥子

②「誤食事例やヒヤリハットから学ぶ食物ア

レルギー対応」

とどろき医院 副院長 中村 利美

③「発達障害者支援研修会報告」

独立行政法人 国立病院機構医王病院

小児科医長 中村 奈美

⑶ 第６５回学校医研究発表会
本年度は金沢市医師会のご協力をいただき、

３月１５日（日）石川県医師会館において開催し

ました。

①「学校医は学校へ行こう！ で 毎月行っ

てみた」

石川県立総合看護専門学校 久保 実

②「小児アレルギー性鼻炎診療の手引き

（２０２４）の活用について」

小森耳鼻咽喉科医院 小森 岳

③「眼科学校保健への新型コロナウイルス感

染症・令和６年能登半島地震の影響」

石川県眼科医会（みやうち眼科）宮内 修

④「金沢以南の小中学校におけるマイコプラ

ズマ変異菌の状況」

石川県小児科医会（蓮井小児科医院）

蓮井 正樹

⑤「令和７年度金沢市小学生、中学生心臓検

診結果」
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金沢市医師会心臓検診委員会

（きのした内科・循環器内科クリニック）

木下 正樹

⑥「野々市市学校心臓検診の現状と課題」

南ヶ丘病院 斉藤 剛克

特別講演

「学校心臓検診について

～金沢市学校心臓検診を中心に～」

石川県立総合看護専門学校長 久保 実

⑷ 学校保健講習会
４月１３日（日）（日本医師会）

テーマ「学校健康診断に関する諸課題につい

て」

①「学校保健瀬策の動向」

文部科学省初等中等教育局健康教育・食育

課 学校保健対策専門官 堤 俊太郎

②「機器による脊椎側弯症検査のメリット・

デメリットについて」

日本臨床整形外科学会 顧問 新井 貞男

③「体とこころの学校健診～学校医が子ども

を救う～」

国立病院機構南和歌山医療センター

小児アレルギー科・小児科医長

土生川 千珠

④「発達障害の児童生徒と心の健康～学校生

活につまずきやすい子どもの健康をどう守

るか」

明治学院大学心理学部教育発達学科

教授 小林 潤一郎

⑸ 第５６回全国学校保健・学校医大会
１１月２２日（土）（横浜市）

毎年開催される全国学校保健・学校医大会

へ参加しました。

第１分科会「からだ・こころ⑴」

第２分科会「からだ・こころ⑵」

第３分科会「からだ・こころ⑶」

第４分科会「耳鼻咽喉科」

第５分科会「眼科」

講演

①こども家庭庁の創設について

参議院議員 自見 はなこ

②学校保健、学校医について日医の考え方

日本医師会常任理事 渡辺 弘司

③乳幼児健診と子どもたちの健康について

日本医科大学武蔵小杉病院小児科

教授 田嶋 華子

④眼科領域における子どもたちの健康につい

て

神奈川県眼科医会会長 宇津見 義一

⑤児童精神科領域における子どもたちの健康

について

神奈川県立こども医療センター

児童思春期精神科部長 庄 紀子

⑥教育委員会における子どもたちの健康につ

いて

神奈川県教育委員会保健体育課長

元橋 洋介

特別講演

「宇宙はたくさんあるのか！？」

カリフォルニア大学バークレー校教授

野村 泰紀

⑹ 都道府県医師会連絡会議
１１月２２日（土）（よこはま市）

①次期担当都道府県医師会の決定について

②文部科学省からの行政報告

文部科学省初等中等教育局健康教育・食育

課 学校保健対策専門官 堤 俊太郎

⑺ 都道府県医師会学校保健担当理事連絡協議
会 １月３０日（金）（日本医師会）

①「学校における持続可能な保健管理の在り
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方に関する調査検討会」について

文部科学省学校保健対策専門官

赤星 里佳

②「日本医師会「学校保健委員会」答申の方

向性」

東京都医師会 理事 弘瀨 知江子

明治学院大学 教授 小林 潤一郎

③「機器を用いた側弯症検診の現状」

日本臨床整形外科学会 顧問 新井 貞男

④「鹿児島県の学校医体制」

鹿児島県医師会常任理事 立元 千帆

⑻ 母子保健講習会
２月８日（日）（日本医師会）

シンポジウム

テーマ「プレコンセプションケアを考える」

①「プレコンセプションケアについて」

国立成育医療研究センター

女性総合診療センター

女性内科診療部長 荒田 尚子

②妊娠中の栄養、健康管理について

浜松医科大学医学部特命研究

教授 伊東 宏晃

③小児期からの女性の痩せについて

順天堂大学国際教養学部国際教養学科

教授 田村 好史

④これからの性教育のあり方について

日本女子体育大学体育学部スポーツ科学科

教授 横嶋 剛

⑤最近の母子保健行政について

こども家庭庁成育局母子保健課長

田中 彰子

⑼ 第５７回若年者心疾患・生活習慣病対策協議
会総会 ２月１日（日）（鳥取市）

ワークショップⅠ

「鳥取県における成人先天性心疾患に対する

移行医療の現状と課題」

①「当院成人先天性心疾患外来における取り

組み」

鳥取大学医学部附属病院高次集中治療部

助教 中村 研介

②「小児科からみた成人先天性心疾患移行診

療の現状と展望」

鳥取大学医学部附属病院小児科

講師 美野 陽一

③「当院における移行期医療支援の取り組み

－ソーシャルワーカーの視点から－」

鳥取大学医学部附属病院

医療福祉支援センター主任ソーシャルワ

ーカー 河村 香苗

④「先天性心疾患のある子どもへの成人期に

向けた支援について」

鳥取県子ども家庭部 家庭支援課

課長補佐 岡田 桂子

⑤「患者側が経験した医療と、今後の発展へ

の期待」

患者代表 岩本 瑞希

特別講演

「慢性疾患をのりこえていく子どもたちのた

めに」

愛媛大学大学院医学系研究科

小児・思春期療育学講座教授 檜垣 高史

ワークショップⅡ

「鳥取県における肥満診療と学校健診」

①「鳥取大学医学部附属病院小児科での肥満

診療について」

鳥取大学医学部周産期・小児医学分野

講師 藤本 正伸

②「鳥取県西部保健医療圏における学校検尿

尿糖陽性者の現状把握」

鳥取大学医学部附属病院小児科
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特命助教 山口 由起子

③「小児・思春期における肥満症治療の重要

性」

鳥取県立厚生病院病院長 花木 啓一

④「鳥取県における学校健診の現状と取組」

鳥取県教育委員会体育保健課

指導主事 前田 仁美

⑤「鳥取県の学校心臓検診の現状と課題」

鳥取県立中央病院小児科部長 倉信 裕樹

⑽ アンケートの実施
各市町における学校医報酬、各種のワクチ

ン接種料金及び乳幼児医療費や公費負担の有

無等について調査を実施しました。

３ 健康スポーツ医部
社会環境や疾病構造の変化に伴い、県民の

健康に関する意識が高まり、各地でさまざま

なスポーツ競技が開催されています。

本医部では、これら諸問題に対応するため

研修会の開催や、各種スポーツ競技会への医

師派遣について郡市医師会と連携しながら対

応しています。

⑴ 運営委員会 ７月３日（木）

①令和６年度事業報告について

②令和６年度健康スポーツ医部収入支出決算

について

③日医認定健康スポーツ医の取得状況につい

て

④令和７年度日医認定健康スポーツ医の新規

並びに更新申請について

⑤令和７年度健康スポーツ医部事業計画につ

いて

⑥令和７年度健康スポーツ医部会費徴収につ

いて

⑦令和７年度健康スポーツ医部収入支出予算

について

⑧日医認定健康スポーツ医制度「再研修会」

の開催について

⑵ 日本医師会認定健康スポーツ医再研修会
第１回 １２月７日（日）参加人数１０５名

「うつ病治療における運動療法」

山口大学大学院医学系研究科高次脳機能

病態学講座教授 中川 伸

第２回 ２月２６日（木）参加人数２６名

「スポーツ活動中の膝関節外傷について」

金沢大学附属病院整形外科講師

中瀬 順介

「肥満・肥満症とスポーツ」

千葉大学予防医学センター疾患予防医学

教授 小野 啓

４ 交通保険医
自賠責保険や任意保険など交通事故診療に

携わる会員で構成されている交通保険医会は、

事業計画に基づき、総会、役員会、学術研修

会や損害保険会社と医療機関の連携を図るた

めの連絡会を行う等、活発な活動を行ってい

ます。

特に、交通事故に関する治療費の請求方法

や支払遅延の問題等については、損保会社、

調査事務所との間で「石川県交通事故医療連

絡協議会」を設置し、また具体的な案件につ

いては専門委員会の中で問題解決を図ってい

ます。

⑴ 総会・役員会・会務打合せ会の開催

⑵ 石川県交通事故医療連絡協議会並びに同

専門委員会の開催

⑶ 学術講演会等の開催

⑷ 自賠責保険等に関する検討並びに説明会

等の開催

⑸ 日本医師会、中部医師会連合並びに北陸

三県医師会との連携
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⑹ 関係機関との連携

⑺ その他必要な対策

都道府県医師会自賠責保険担当理事連絡協議
会 １１月２８日（金）

①自賠責診療報酬基準のアンケート調査結果

及び今後の対応指針について

日本医師会常任理事 細川 秀一

②三者協議会の運営改善について

日本損害保険協会

③質疑応答等

④総括

５ 労災保険医
労災保険医会は、労災事故の医療に携わる

会員で構成されています。

事業計画に基づき、総会、役員会、学術研

修会、労災診療費算定に係る問題等を検討す

るための労災保険検討委員会を開催し活発な

活動を行っています。

⑴ 労災医療費の改善

⑵ 日医並びに中部医連への医療費改善につ

いての働きかけ

⑶ 労災診療費算定基準の一部改定等の説明

会の開催

⑷ 総会の開催

⑸ 役員会の開催

⑹ 指導委員会の運営

⑺ 研修会・集談会の開催

⑻ 医学講座、学術講演会の開催

⑼ 会員相互の親睦連携

⑽ 地区別連絡費の交付

⑾ 各労働基準監督署管内における会員研修

等に対する援助

⑿ 石川労働局及び労働基準監督署との連絡

強化

⒀ 労災診療協議会（局協議会・地区協議

会）に係る協力

⒁ 労働者災害補償保険診療費調整連絡会へ

の参加

⒂ 労災保険情報センターとの連携

⒃ 二次健康診断給付事業への対応

⒄ その他必要な対策

６ 警察協力医
大規模災害や事故発生時における検視など

について、本会と石川県警察本部との連絡を

密にし、県警の諸活動に医学的協力を行うこ

とを目的として、警察協力医会が平成２年１

月に設立されました。

⑴ 役員・運営委員合同会議 ８月２８日（木）

①令和６年度事業報告及び決算（会計監査）

について

②令和７年度事業計画（案）及び予算（案）

について

③令和７年度総会について

⑵ 総会 ９月２０日（土）

①開会

②挨拶

③報告事項

令和６年度事業報告について

⑤議件

第１号議案 令和６年度収入支出決算につ

いて（会計監査報告）

第２号議案 令和７年度事業計画について

第３号議案 令和７年度収入支出予算につ

いて

⑥警察署別変死体取扱い数及び警察嘱託医・

協力医立合い状況（令和６年並びに令和７

年８月現在）

⑦特別講演「検死（死後診察）結果を如何に

して振り返るか」

金沢大学医薬保健研究域医学系法医学教
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室教授 塚 正彦

⑶ 都道府県医師会「警察活動協力医会」連絡
協議会 ２月２１日（土）

①報告

・死因究明等に関する施策の推進状況等に

ついて

厚生労働省医政局医事課死因究明等企

画調査室室長 青木 穂高

・警察の死体取扱業務について

警察庁刑事局捜査第一課検視指導室室

長 阿部 大輔

・日本医師会から（大規模災害時の検案体

制について等）

日本医師会常任理事 細川 秀一

②都道府県医師会からの提出議題、質問・意

見及び要望

⑷ 都道府県医師会「警察活動協力医会」学術
大会 ２月２１日（土）

第１部 基調講演

「浴室内突然死（入浴死）の疫学的解析か

ら得られた予防法の開発と効果～鹿児島

発 入浴時警戒情報」

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科社

会・行動医学講座法医学分野教授

林 敬人

第２部 一般演題

①髄液採取とその判定について

愛知県碧南市医師会診療所

竹内 元一

②警察活動協力医のいろは 興味ある先生

方へ

医療法人社団恵伸会ソフィアクリニッ

クますだ（松戸市） 増田 知恵子

③死 後 内 視 鏡（PME：Post Mortem

Endoscopy）について

まちだ内科クリニック（青森市）

町田 光司

ひろさき糖尿病・内科クリニック（弘

前市） 長谷川 範幸




